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11月  7日木  

開会：13時30分～
※13時開場

会場：藤沢商工会館6階
多目的ホール

13：30　開会
13：50　プレゼンテーション開始（1組あたり30分×3組）
15：05　休憩
15：15　プレゼンテーション開始（1組あたり30分×3組）
16：30　休憩
16：40　基調講演　前年度ビジネス大賞受賞後について
　　　　 第24回湘南ビジネスコンテスト　
　　　　大賞  ㈱SOYSCREAM JAPAN
17：10　表彰式
17：40　終了予定
17：45　レセプション（予定）※コンテスト終了後にご案内致します。
※当日の進捗状況により時間の変更が生じる場合がございます。

タイムスケジュール

《主催者賞》

《関係団体賞》

 50万円
 10万円
5万円

1万円×３本
  ２万円

ビジネス大賞
ビジネス準大賞
スタートアップ賞
審査員特別賞
視聴者賞

表彰

かながわ信用金庫賞
湘南信用金庫賞
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「「第第２２５５回回 湘湘南南ビビジジネネススココンンテテスストト」」のの仕仕組組みみ
 

湘南新産業創出コンソーシアムは、湘南地域から日本を代表する２１世紀型新産業の創出・支援

を目指し、各種様々な事業を推進しております。

２００１年から継続して実施している「湘南ビジネスコンテスト」は、コンテスト形式によるビ

ジネスプラン発表会を開催し、事業アピールの場や第三者の評価を得る機会を提供いたします。

またコンテスト独自の各支援により、地域における創業や新事業展開を促進することを目的とし

ております。

“日本一の手厚い支援を目指す”をテーマに、応募者に対して多くの支援プログラム（各ブラッシ

ュアップ）と、コンテスト後のフォローアップなどにより、事業の拡大と経営の強化を図ります。

「「地地域域応応援援型型ココンンテテスストト」」をコンセプトに、審査員はファイナリストと一緒に事業の収益性や

将来性を備えたビジネスモデルを考え、コンテスト会場で様々な提案やアドバイスを率先して行い

ます。

【【表表彰彰】】

主主催催者者賞賞

ビビジジネネスス大大賞賞 ５５００万万円円 ススタターートトアアッッププ賞賞 ５５万万円円

ビビジジネネスス準準大大賞賞 １１００万万円円 視視聴聴者者賞賞 ２２万万円円

審審査査員員特特別別賞賞 １１万万円円×× 本本

関関係係団団体体賞賞

かかななががわわ信信用用金金庫庫賞賞 湘湘南南信信用用金金庫庫賞賞

今回発表する６組のファイナリストは、次の各ブラッシュアップを受けて本日のプレゼンテーシ

ョンに臨んでいます。

●「専門家による個別ビジネス相談」

中小企業診断士によるコンサルティングを複数回実施しました。

●「プレゼンテーション技法習得講座」

効果的な資料作成手法について学習するとともに、意図していることを相手に効果的に伝えら

れる表現力を養うための講座を実施しました。

●「プレ・プレゼンテーション（事前演習）」

専門家や支援者を前にして、本番同様のプレゼンテーションを行い、資料構成ならびにプレゼ

ン手法について、注意や改善案などの助言・指導を実施しました。

 

公式 はコチラ

※各審査員のプロフィールは、ホームページでご紹介しています。（審査員肩書きは、2024年9月1日現在のものです）

審査員長

飯盛　義徳

慶應義塾大学
総合政策学部 教授

審 査 員

高橋　佳伸

株式会社デジサーフ
代表取締役

審 査 員

辻井　拓也

日本政策金融公庫
国民生活事業
南関東創業支援
センター所長

審査コーディネーター・審査員

野田  万起子

Human Delight
株式会社
代表取締役社長

審 査 員

丸山　恵子

WOMANET
株式会社
代表取締役

ゲスト審査員

前田　有紀

株式会社スードリー
代表取締役

（フラワーアーティスト）ITコンサルタント

ゲスト審査員

末續　慎吾

EAGLE RUN
代表
北京五輪銀メダリスト

審査員紹介
（敬称略・順不同）
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≪≪ココンンテテスストトススケケジジュューールル≫≫

※当日の進捗状況により時間の変更が生じますこと、ご了承ください。

時 間 区分／所在地 発表テーマ （事業名／プラン名） 申請者名

１３：３０ 開 会

１３：４０ 全体概要説明

１３：５０

～１４：１５

新事業展開を予定

／藤沢市

人材×在宅ワークで育児・介護女性のキャリア支援！

研修付き「 でおうちスキマバイト」
ママダカラ㈱

１４：１５

～１４：４０

創業５年以内
／藤沢市

「湘南を遊び尽くそう。」地域情報プラットフォーム

『Ｌｏｃｏｍｏ』 を活用した地域活性化
Ｌｏｃｏｍｏ 湘南

１４：４０

～１５：０５

新事業展開５年以内

／川崎市

！シームレスバディ®で

障害者の秘めた能力の発掘・開花を実現！
ダンウェイ㈱

休 憩 【１０分】

１５：１５

～１５：４０

新事業展開５年以内

／茅ヶ崎市

医療介護現場の従業員体験 向上プラットフォーム

とはなす
㈱きゃりこん．ｃｏｍ

１５：４０

～１６：０５

創業５年以内

／藤沢市

リサイクルをもっと身近に。

アップサイクルで地域のごみを地域資源に
（同）

１６：０５

～１６：３０

創業５年以内

／横浜市

港の利活用を促進する

ボートシェアリングプラットフォーム
㈱

休 憩 【１０分】

「視聴者賞」投票 【１６：３０～１７：００】

１６：４０

～１７：０５

講演 前年度ビジネス大賞受賞後について

株式会社ＳＯＹＳＣＲＥＡＭ ＪＡＰＡＮ

「不耕起栽培大豆とオーツを使った

環境再生型オーガニック・アイスクリームの開発による地球温暖化の緩和」

１７：１０

～１７：４０
（終了予定）

表 彰 式

１７ ４５

～１９：００
（終了予定）

～ レセプション ～

会場：藤沢商工会館ミナパーク＜５０１・５０２会議室＞
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１

人材×在宅ワークで育児・介護女性のキャリア支援！

研修付き「 でおうちスキマバイト」

ママダカラ株式会社

大川真弓

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

スキルを活用した在宅ワークに特化している点です。未経験者向けの短期間オンライン研修により、育児や介護中の女性でも自宅

で効率的に働くことができます。また、サブスクリプション契約を採用することで、企業は必要な業務を柔軟に依頼でき、労務管理の

負担を軽減可能です。

地域の労働力不足を解消し、女性のキャリアアップと社会復帰を支援することで、藤沢市の経済活性化にも大きく貢献します。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

本事業の対象市場は、育児や介護に従事する 〜 代の女性で、特に在宅ワークを希望する層です。 藤沢市内には約 万人

の育児・介護支援が必要な女性が存在し、労働力不足に悩む中小企業も多いため、市場適応性は非常に高いです。

今後は在宅ワーク支援のニーズ拡大に伴い、 運営や 管理を中心とした分野で、地域企業のサポートを強化し、労働力不足の

解消を図りつつ、市場シェアの拡大を目指します。

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

プロモーションは、 （ 、 など）やブログを活用し、在宅ワーク希望者に向けた情報発信を強化します。

また、藤沢市内の子育て支援センターや介護支援団体と連携し認知拡大を図り、事業拡大としては、「在宅ワークセミナー」や「副業説

明会」を定期開催し、潜在層を集客します。企業向けには既存顧客への提案やオンライン広告を活用し、新規顧客を開拓することで、

事業の成長と地域活性化を目指します。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

社内では、業務委託スタッフが在宅で 運営 や管理を担当し、専用システムで進捗管理や労務管理を徹底します。受講者に

はマンツーマンでのフォロー体制を整え、個別のスキル習得を支援し社外では、 構築的な企業や講師、育児・介護支援団体と提携

し、専門研修やサポートを提供します。地域との密な連携により、働きやすい環境の実現、女性の社会復帰と企業の労働力不足の

解消に貢献します。事業拡大に伴い、さらなる協力体制を強化します。

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

藤沢・茅ヶ崎・寒川エリアにおいて、育児や介護を考えて女性の社会復帰を支援し、在宅で柔軟に働ける環境を提供します。地域企業

と連携し、 運営や 管理などの業務、労働力また、育児や介護の負担を軽減し、女性が家族のケアと仕事を両立できる環境を

整えることで、地域経済の活性化と持続可能な社会の実現を目指します。さらに、地域コミュニティとの連携を強化し、相互支援の

仕組みを構築していきます。

① 提案される事業内容

育児や介護を担う女性が在宅で柔軟に働ける仕組みを提供します。未経験者を対象に、 活用スキルを短期間で習得できるオンライ

ン研修を実施し、 サイト運営や 管理などの業務にマッチングします。受講者は自宅でネットショップや 運用スキルを

学び、スキマ時間を活用しながら働くことでキャリアアップを目指せます。クライアント企業はサブスクリプション契約により、必要な業

務を柔軟に依頼でき、労務管理の負担が軽減され、効率的な業務遂行が可能です。さらに地域企業の労働力不足解消や女性の社会

復帰を支援し、地域経済の発展と藤沢市内の活性化に大きく貢献します。家族のケアと仕事を両立できる新しい働き方を提案します。

応募の目的 ☑☑資金調達

「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」
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トト
でで
働働
くく
とと

9

ママ
ママ
ダダ
カカ
ララ
でで
はは

そそ
んん
なな
問問
題題
をを
解解
決決
しし
まま
すす
。。

10

ママ
ママ
ダダ
カカ
ララ
のの
事事
業業
スス
キキ
ーー
ムム

11

①①
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル

12



8

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
特特
徴徴
①①

一一
人人
ひひ
とと
りり
にに
対対
しし
てて
、、

強強
みみ
・・
好好
きき
なな
ここ
とと
・・
収収
益益
化化
でで
きき
るる
ここ
とと
をを

カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
しし
まま
すす
。。

●得
意
な
こ
と
と
学
ぶ
内
容
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

●収
益
化
で
き
る
ス
キ
ル
を
最
短
で
学
べ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

A
I活活
用用
でで
効効
率率
化化
しし
、、

限限
らら
れれ
たた
時時
間間
でで
成成
果果
をを
上上
げげ
、、

仕仕
事事
とと
家家
庭庭
のの
両両
立立
がが
可可
能能
にに
。。

13

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
特特
徴徴
②②

最最
新新
のの
A
I活活
用用
方方
法法
をを
学学
ぶぶ
事事
でで

すす
ぐぐ
実実
戦戦
でで
使使
ええ
るる
スス
キキ
ルル
をを
取取
得得
可可
能能

●ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
現
場
で
使
え
る
最
適
な
プ
ロ
ン
プ
ト
の
作
成
方
法
を
学
べ
ま
す

●上
手
く
AI
活
用
す
る
事
で
、
実
務
の
効
率
化
で
稼
働
を
短
縮
で
き
る

自自
分分
にに
合合
っっ
たた
スス
キキ
ルル
をを
効効
率率
よよ
くく
習習
得得
しし
、、

収収
益益
化化
しし
やや
すす
くく

仕仕
事事
とと
家家
庭庭
のの
両両
立立
がが
可可
能能
にに
。。

14

A
Iのの
ププ
ロロ
ンン
ププ
トト
をを
学学
んん
だだ
後後

A
Iのの
ププ
ロロ
ンン
ププ
トト
をを
学学
ぶぶ
前前

ネネ
ッッ
トト
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
商商
品品
画画
像像
背背
景景
にに
使使
用用
すす
るる
イイ
メメ
ーー
ジジ
画画

像像
商
品
用
の
シ
ン
プ
ル
な
背
景

白
い
テ
ー
ブ
ル
に
自
然
光
が
柔
ら
か
く
差
し
込
み
、
背
景
は
シ
ン

プ
ル
な
無
地
の
グ
レ
ー
。
商
品
が
際
立
つ
よ
う
に
、
テ
ー
ブ
ル
に

は
少
し
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
背
景
は
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
。

全
体
的
に
ク
リ
ー
ン
で
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
。

15

②②
在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト

16



9

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト
特特
徴徴
①①

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
でで
学学
んん
だだ
スス
キキ
ルル
でで

短短
時時
間間
でで
働働
くく
事事
がが
可可
能能
でで
すす
。。

※※
スス
キキ
ルル
テテ
スス
トト
通通
過過
者者
対対
象象

●学
ぶ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
お
仕
事
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

●短
時
間
の
働
き
方
が
可
能

一一
定定
スス
キキ
ルル
でで
、、

ネネ
ッッ
トト
シシ
ョョ
ッッ
ププ
のの
短短
時時
間間
のの
おお
仕仕
事事
G
ET

仕仕
事事
とと
家家
庭庭
のの
両両
立立
がが
可可
能能
にに
。。

17

在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト
特特
徴徴
②②

在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト
でで
働働
けけ
るる
よよ
うう
にに

ネネ
ッッ
トト
シシ
ョョ
ッッ
ププ
制制
作作
等等
のの
仕仕
事事
をを

紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

●ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
お
店
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
商
品
画
像
デ
ザ
イ
ン
制
作

●メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
商
品
説
明
文
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

●S
N
S配
信
用
画
像
・
動
画
作
成

自自
分分
のの
感感
性性
をを
生生
かか
しし
、、
購購
買買
者者
目目
線線
でで
、、

おお
店店
のの
商商
品品
をを
おお
客客
様様
にに
伝伝
わわ
りり
やや
すす
いい
よよ
うう
にに

18

事事
例例 01

日日
用用
雑雑
貨貨

楽楽
天天
市市
場場
へへ
のの
出出
店店
おお
よよ
びび
運運
用用

現現
在在
のの
月月
商商
25
0〜〜

30
0万万
円円

ササ
ポポ
ーー
トト
開開
始始
20
22
年年
12
月月
〜〜
20
23
年年
12

月月 出出
店店
ササ
ポポ
ーー
トト
0かか
らら
ササ
ポポ
ーー
トト

・・
ササ
イイ
トト
構構
築築

・・
商商
品品
雛雛
形形
作作
成成

・・
楽楽
天天
R
PP
広広
告告
のの
初初
期期
設設
定定

・・
他他

19

事事
例例 02

アア
パパ
レレ
ルル
ブブ
ララ
ンン
ドド

Sh
op
ify
にに
てて
自自
社社
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
EC
ササ
イイ
トト
のの
制制
作作

20
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事事
例例 03

革革
小小
物物

Sh
op
ify
にに
てて
自自
社社
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
EC
ササ
イイ
トト
のの
制制
作作
・・
商商
品品
撮撮
影影

21

事事
例例 04

ササ
ププ
リリ
メメ
ンン
トト

A
m
az
on
用用
商商
品品
ササ
ムム
ネネ
イイ
ルル
・・
商商
品品
紹紹
介介
画画
像像
制制
作作

22

在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト
特特
徴徴
③③

ネネ
ッッ
トト
シシ
ョョ
ッッ
ププ
でで
のの
おお
仕仕
事事
経経
験験
はは

今今
後後
のの
就就
職職
時時
にに
有有
利利
なな
スス
キキ
ルル
にに

●一
般
事
務
×ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験

●経
理
×ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
験

今今
後後
もも
EC
業業
界界
はは
注注
目目
のの
成成
長長
分分
野野
でで
すす
。。

中中
小小
企企
業業
でで
はは

ネネ
ッッ
トト
シシ
ョョ
ッッ
ププ
担担
当当
者者
はは
兼兼
務務
でで
やや
るる
ここ
とと
がが
多多
いい

23

③③
在在
宅宅
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト

24
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

親親
子子
共共
創創
型型
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
特特
徴徴
①①

キキ
ッッ
ズズ
スス
ペペ
ーー
スス
をを
完完
備備
しし
、、

親親
がが
安安
心心
しし
てて
働働
けけ
るる
環環
境境
をを
提提
供供
。。

※※
小小
学学
生生
1年年
生生
以以
上上
がが
対対
象象

●藤
沢
市
内
の
六
会
小
学
校
か
ら
徒
歩
10
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

●子
供
が
学
校
帰
り
で
も
O
K

キキ
ッッ
ズズ
スス
ペペ
ーー
スス
完完
備備
でで
、、
学学
校校
帰帰
りり
のの
子子
供供
もも
安安
心心
。。

働働
くく
ママ
ママ
がが
安安
心心
しし
てて
仕仕
事事
にに
集集
中中
でで
きき
るる
環環
境境
をを

提提
供供
しし
まま
すす
。。

25

親親
子子
共共
創創
型型
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
特特
徴徴
②②

親親
同同
士士
がが
情情
報報
交交
換換
やや

助助
けけ
合合
いい
がが
でで
きき
るる
場場
をを
提提
供供
。。

●親
同
士
の
情
報
交
換
や
助
け
合
い
の
場
を
提
供

●子
育
て
や
仕
事
に
関
す
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
共
有

●働
く
マ
マ
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

地地
域域
密密
着着
型型
のの
ササ
ポポ
ーー
トト
をを
通通
じじ
てて
、、
親親
子子
にに
必必
要要
なな

支支
援援
をを
提提
供供
しし
、、
地地
域域
全全
体体
でで
支支
ええ
るる
仕仕
組組
みみ
をを
作作
るる
。。 26

働働
いい
たた
後後

働働
くく
前前

ママ
ママ
ダダ
カカ
ララ
でで
活活
動動
すす
るる

孤
独
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た

第
3の
居
場
所
が
で
き
る

27
働働
いい
たた
後後

ママ
ママ
ダダ
カカ
ララ

ココ
ワワ
ーー
キキ
ンン
ググ
スス
ペペ
ーー
スス

湘湘
南南
台台

1号号
店店

 始始
動動
中中

28
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ママ
ママ
でで
もも
働働
きき
やや
すす
いい
仕仕
事事
とと
はは
？？

 

EC
シ
ョ
ッ
プ
の
制
作
〜
運
営
代
行
は

PC
1台台
でで
、、
いい
つつ
でで
もも
どど
ここ
でで
もも
で
き
る

29

どど
んん
なな
仕仕
事事
？？

EC
ササ
イイ
トト
のの
制制
作作

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
モモ
ーー
ルル
の

ペ
ー
ジ
制
作

Sh
op
ify
な
ど
を
活
用
し
た

自自
社社
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
の
EC
サ
イ
ト
制
作

EC
ササ
イイ
トト
のの
運運
用用

主
に
デ
ザ
イ
ン
等
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
面
に

特
化
し
た
運
用
サ
ポ
ー
ト

商商
品品
のの
追追
加加
・・

変変
更更
・・
削削
除除

メメ
ルル
ママ
ガガ
のの
配配
信信

SN
Sでで
のの
配配
信信

商商
品品
撮撮
影影

30

タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト
のの
企企
業業

①
EC
サ
イ
ト
で
の
販
売
が
初
め
て
の
社社
員員
数数
５５
名名
以以
下下
の
会
社

②②
男男
性性
のの
経経
営営
者者
で
、
女
性
向
け
の
商
品
を
販
売
予
定

③③
日日
用用
雑雑
貨貨
、、
アア
パパ
レレ
ルル
、、
食食
品品
な
ど

31

当当
社社
のの
強強
みみ
①①

18
年年
のの
キキ
ャャ
リリ
アア
がが
ああ
りり
、、

作作
るる
側側
・・
売売
るる
側側
のの
両両
方方
のの
経経
験験
がが
ああ
るる
ここ
とと

●上
場
企
業
の
EC
サ
イ
ト
部
門
で
、
サ
イ
ト
の
制
作
〜
運
営
を

担
当
し
て
き
た

●E
C
シ
ョ
ッ
プ
の
現
場
で
の
勤
務
経
験
も
あ
る
た
め
、

実
体
験
に
基
づ
い
た
提
案
が
で
き
る

クク
ララ
イイ
アア
ンン
トト
のの
ニニ
ーー
ズズ
にに
応応
じじ
、、

最最
適適
なな
ツツ
ーー
ルル
をを
選選
択択
しし
、、
且且
つつ
現現
場場
のの

オオ
ペペ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
もも
考考
慮慮
しし
たた
提提
案案
がが
でで
きき
るる
。。

32



13

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

当当
社社
のの
強強
みみ
②②

スス
タタ
ッッ
フフ
やや
提提
携携
先先
がが
ほほ
ぼぼ
女女
性性
でで
ああ
るる
ここ
とと

●女
性
な
ら
で
は
の
目
線
で
提
案
で
き
る

●特
に
マ
マ
さ
ん
が
多
く
、
マ
マ
さ
ん
向
け
商
品
は
強
い

タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト
がが
女女
性性
でで
、、
シシ
ョョ
ッッ
ププ
担担
当当
者者
がが

男男
性性
のの
場場
合合
、、
女女
性性
ウウ
ケケ
すす
るる
シシ
ョョ
ッッ
ププ
にに

すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる

33

【【
はは
たた
らら
くく
】】
短短
時時
間間
在在
宅宅
ワワ
ーー
クク
ママ
ッッ
チチ
ンン
ググ
ササ
ーー
ビビ
スス

A
Iでで
おお
うう
ちち
スス
キキ
ママ
ババ
イイ
トト

● 
 
マ
マ
ダ
カ
ラ
受
託
案
件
・
協
賛
企
業
の
在在
宅宅
ワワ
ーー
クク
をを
ママ
ッッ
チチ
ンン
ググ

● 
 
登
録
者
は
介介
護護
・・
育育
児児
のの
スス
キキ
ママ
時時
間間
で
、
在
宅
ワ
ー
ク
で
専
門
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

●  
 
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
月月
ごご
とと
のの
時時
間間
数数
でで
ササ
ブブ
スス
クク
リリ
ププ
シシ
ョョ
ンン
契契
約約
し
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
・
SN
S運
営
な
ど
で

そ
の
日
に
必
要
な
作
業
を
、
契
約
時
間
数
の
範
囲
で
柔
軟
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

34

利利
益益
計計
画画
・・
事事
業業
展展
開開

単
位
：
千
円

EE
CC
制制
作作
77
00
00
万万
円円

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
受受
講講
生生
22
00
万万
円円

Ｇ
．
経
常
利
益
（
Ｅ
+Ｆ
）

Ｆ
．
営
業
外
損
益

Ｅ
．
営
業
利
益
（
Ｃ
－
Ｄ
）

D
．
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

Ｃ
．
売
上
利
益

（
A－

B）

Ｂ
．
売
上
原
価

Ａ
．
売
上
高

翌
々
期

翌
期

今
期

新
規
事
業

新
規
事
業

事
業
展
開

（
今
期
）

事
業
展
開

（
翌
期
）

事
業
展
開

（
翌
々
期
）

7,
20
0

20
0

7,
00
0

7,
50
0

▲
50
0 70

▲
57
0

13
,2
00 36
0

12
,8
40

12
,0
00 84
0 70 77
0

21
,1
20 57
6

20
,5
44

15
,,6
00

4,
94
4 70

48
74

EE
CC
制制
作作
99
00
00
万万
円円

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
22
77
00
万万
円円

ココ
ワワ
ーー
キキ
ンン
ググ
スス
ペペ
ーー
スス
・・
イイ
ベベ
ンン
トト
スス
ペペ
ーー
スス
11
55
00
万万
円円

EE
CC
制制
作作
11
55
11
22
万万
円円

オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
スス
クク
ーー
ルル
44
55
00
万万
円円

ココ
ワワ
ーー
キキ
ンン
ググ
スス
ペペ
ーー
スス
・・
イイ
ベベ
ンン
トト
スス
ペペ
ーー
スス
11
55
00
万万
円円

35

湘湘
南南
をを
子子
育育
てて
ママ
ママ
がが

最最
もも
住住
みみ
やや
すす
いい
街街
にに
しし
まま
すす

私私
のの
夢夢

36
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

ごご
清清
聴聴

ああ
りり
がが
とと
うう

ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

マ
マ
ダ
カ
ラ
株
式
会
社

大
川
真
弓

37
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地域情報プラットフォーム 『 』 を活用した地域活性化

湘南

栗原恵介

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

活用やチラシ配布などのオンライン・オフライン戦略を組み合わせ、アプリのダウンロード数 万件を目指します。口コミ・シェ

ア機能の強化で、ユーザー主導の拡散も促進。地域通貨システムの活用や によるコンテンツ推薦機能の実装で、ユーザー体験を

向上させ、アクティブユーザー数の増加を図ります。収益面では、スポンサー制度の拡充、有料会員制度の導入、広告機能の実装を

行います。将来的には神奈川県内の他エリアへの展開を構想しています。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

代表兼エンジニアの栗原恵介が中心となり、効率的な運営を行っています。イベントプランナー・総合広報の内海氏、フォトグラファー

の工藤氏が適宜サポートし、柔軟な体制を構築。各分野のアンバサダー制度を採用し、ランニング、子育て、農業などの専門家との

連携により、地域に根差したサービスを展開しています。外部協力体制として、地元メディアや企業との連携、地域のスポンサーとの

協力関係があります。今後は事業拡大に合わせて、段階的な体制強化を計画しています。

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

コミュニティの活性化、経済の発展、個人の幸福度向上、持続可能な地域づくり、デジタル技術を活用した活性化モデルの構築を目

指します。新旧住民の交流促進、地域イベントへの参加奨励、地産地消の推進、地域通貨による経済循環の促進、観光振興、新しい体

験機会の提供、地域への愛着醸成、世代を超えた交流の創出に取り組みます。これらを通じて、 技術を活用した新しい地域活性化

のあり方を提示し、他地域にも応用可能なモデルを構築します。

応募の目的 ☑☑資金調達 ☑☑販路拡大 ☑☑提携先の発掘

① 提案される事業内容

『 』は「湘南を遊び尽くそう」をテーマにした地域情報プラットフォームです。スマートフォンアプリと サイトを通じて、

地域の店舗、団体、個人ユーザーが自由に情報を発信し、イベントや体験レポートを共有できます。独自の地域通貨システム（ポイント

制度）を導入し、地域貢献活動と経済活動を直接リンクさせます。また、イベントの運営・企画、 チャンネル「『 』

」の運営、地域事業者向けマーケティング支援も行います。このプラットフォームを通じて、地域交流の活性化、地域経済の発展、

そして「自分らしく生きやすい世界」の実現を目指します。

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

『 』の優位性は、高い利便性と多様なステークホルダーの巻き込みにあります。スマホアプリと地図ベースの検索機能によ

り、欲しい情報をすぐに取得できます。また、イベント主催者やお店、個人ユーザーが直接情報を入力するシステムにより、最新かつ

網羅的な情報を提供します。独自の地域通貨システムは、地域貢献活動と経済活動を直接リンクさせる革新的な仕組みです。さら

に、低ランニングコストと高い事業継続性を実現しています。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

主なターゲットは、地域情報に関心のある地元住民（特に 代〜 代）、および湘南エリアを中心とした観光客です。湘南エリア

（藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町）の人口約 万人と年間観光客数約 万人を考慮すると、潜在的なユーザー数は 万人以上

と推測されます。短期的には、店舗や団体の 以上（約 件以上）が『 』を活用し、ターゲット住民の 以上

（約 万 千人）がアクティブユーザーとなることを目標としています。

「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」
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！

シームレスバディ®で障害者の秘めた能力の発掘・開花を実現！

ダンウェイ株式会社

高橋 陽子

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

これまで障害児者の支援者向けに、障害者自身の状態（概念理解・情報保障・障害特性等）を把握し、障害者に対する「合理的配慮」を用いたコミュニ

ケーションのとり方・支援・雇用促進方法等を学び、実践につなげる教育ツール等はなかった。特に、障害児者の概念理解や情報保障の把握は難しく、

弊社のノウハウである。さらに、自社商品、障害児者の能力の見える化ができる『シームレスバディ®（以下「 」）』の客観的なデータを活用し、

より質の高い人財育成をする。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

【 】 対象事業・利用者（雇用）数・事業所数

●障害者雇用企業：約 万人・ 万件 ●障害福祉サービス：約 万人・ 万件（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、定着

支援・自立訓練等） ●放課後等ディサービス： 万人・ 万件 ●特別支援学校： 万人・ 万件

●特別支援学級：約 万人・ 万件等にいる支援者や先生等。

【 】

●障害児者の親：約 万人 ●育児・介護者 ●専門家 社会保険労務士： 約 万人 ●キャリアコンサルタント： 約 万人 等

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

【戦略面】 先行で をターゲットとし、次に に拡大を目指す。販売方法は、サブスクリプション・売切り・伴走支援等を組み合わせて

行う。「支援者教育アプリ」「人財プラットフォーム」は単体販売も可能であるが、既存製品である「 」や別アプリと連携して活用・販売

することで、精密な分析・サービスが提供できるため、掛け合わせた販売も実施する。

【認知面】 既存顧客であるコアターゲットからモニター実績を積み、認知を広める。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

【開発・販売社内体制】 総責任者１名、経営企画・事業推進担当１名、開発（コンテンツ・アプリ・プラットフォーム）責任者 ３名、役割担当５名

【開発・販売社外協力体制】 開発（コンテンツ・アプリ・プラットフォーム）担当： ㈱必然、㈱グリップ・グローブ、武蔵新城チャンネル／専門家

担当： 東京工科大学 亀田弘之教授、山口大学大学院 相田紗織助教／専門家 合理的配慮助言担当：横浜国立大学大学院 渡辺 匡隆教授

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

代表 高橋陽子の生まれ・育った茅ヶ崎市へ恩返しがしたい。

このモデルは、雇用促進と同時に新産業創出となるため、弊社のノウハウを活かしてユニバーサルデザインを用いた環境整備と の強みを活かし

た適正配置を実現し、重度知的障害・自閉スペクトラム症の方の新たな働く場を創出する。この実現により、重度知的障害等の方々が、障害児教育や

障害者雇用促進を支え役となり、社会の新たな役割となるモデルを作る。このソーシャルインパクトは、１人当たり約１億円となる。

応募の目的 ☑☑資金調達 ☑☑販路拡大 ☑☑技術支援・交流 ☑☑経営支援 ☑☑提携先の発掘  ☑☑認知拡大

① 提案される事業内容

１８歳以上の障害者のうち約６％しか雇用に進んでいない。これは障害児者に「指示が入らない」「能力がわからない」等の障害者と

他者間におけるコミュニケーションギャップに起因する。この課題は、障害児者の支援者の知識・ノウハウ不足が要因だ。これを解決するため

「支援者教育アプリ（隙間時間に勉強できる！ 分コンテンツ）」と教育・認定後の支援者の「人財プラットフォーム」を開発する。具体的には、支援者が

障害者自身の状態（概念理解・情報保障・障害特性等）を把握し、「合理的配慮」を用いたコミュニケーションのとり方・支援・雇用促進方法等を学び、

実践につなげる。そして、教育した人財を企業等へ派遣・雇用に結びつけ、障害児者の自立・雇用促進を行う。

「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」
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通通
級級
指指
導導
教教
室室

放放
課課
後後
等等
デデ
イイ

ササ
ーー
ビビ
スス

就就
労労
継継
続続
支支
援援

型型
、、
型型

就就
労労
移移
行行
支支
援援

自自
立立
訓訓
練練

就就
労労
定定
着着
支支
援援

障障
害害
者者
とと

一一
緒緒
にに
働働
くく
人人

ⓒ

支支
援援
者者

能能
力力
可可
視視
化化

教教
育育

障障
害害
者者

雇雇
用用
促促
進進

シ
ー
ム
レ
ス
バ
デ
ィ

支
援
者
／
ア
セ
ス
メ
ン
タ
ー
養
成
・
認
定

養養
成成

認認
定定
（（
会会
員員
））
制制
度度

質質
のの
維維
持持
・・
向向
上上

【【
タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト
】】

・・
現現
役役
支支
援援
者者

・・
育育
児児
・・
介介
護護
等等
休休
業業
者者

・・
専専
門門
家家

（（
キキ
ャャ
リリ
アア
ココ
ンン
ササ
ルル
タタ
ンン
トト
・・

社社
会会
保保
険険
労労
務務
士士
等等
））

特特
級級

ｺｺ
ﾝﾝ
ｻｻ
ﾙﾙ

上上
級級

（（
））

中中
級級
（（

））

初初
級級
（（

））

ⓒ

【
新
規
性
・
独
創
性
】
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

言
葉
の
獲
得

概
念
獲
得

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

＝
１
０

赤赤
いい

ボボ
ーー
ルル
ペペ
ンン

１１
００
本本
～～

情情
報報
保保
障障
（（
視視
覚覚
・・
聴聴
覚覚
））

情情
報報
保保
障障
（（
視視
覚覚
・・
聴聴
覚覚
）） ⓒ

指指
示示
がが
入入
らら
なな
いい

支
援
者
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ア
プ
リ
開
発

ⓒ

【【
視視
覚覚
情情
報報
取取
得得
】】

情
報
整
理
の
仕
方
は
？

（
左
）

（
右
）

整
理
で
き
る

整
理
で
き
な
い

→
上
下
隠
す
と
（
合
理
的
配
慮
）

わ
か
る

支支
援援
者者
教教
育育

アア
ププ
リリ

時時
間間
がが
かか
かか
るる

対対
応応
（（
量量
））
にに
限限
界界

１１
５５
分分

スス
クク
ーー
リリ
ンン
ググ

ニニ
ーー
ズズ
増増

既既
存存
ササ
ーー
ビビ
スス
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

【
支
援
者
の
質
の
向
上
】

→
 

ⓒ

②②
生生
産産
性性
２２
倍倍
！！

③③
売売
上上

①①
指指
示示
がが
わわ
かか
るる

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ⓒ支支
援援
者者

ププ
ララ
ッッ
トト

フフ
ォォ
ーー
ムム

在在
職職
者者

育育
児児
休休
業業

介介
護護
休休
業業

キキ
ャャ
リリ
アア
ココ
ンン

ササ
ルル
タタ
ンン
トト

社社
会会
保保
険険

労労
務務
士士

就就
労労

希希
望望
者者

就就
労労
継継

続続
支支
援援
型型

障障
害害
者者

雇雇
用用

企企
業業

就就
労労
継継

続続
支支
援援
型型

就就
労労
移移

行行
支支
援援

支支
援援
学学

校校
・・
支支

援援
級級
・・

通通
級級

放放
課課
後後

等等
デデ
ィィ

ササ
ーー
ビビ

スス

教教
育育

紹紹
介介

登登
録録

雇雇
用用

質質
のの
向向
上上

【
販
売
戦
略
】
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客

ⓒ

障障
害害
者者
雇雇
用用
企企
業業

就就
労労
定定
着着
支支
援援

第第
１１
タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト

第第
２２
タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト

第第
３３
タタ
ーー
ゲゲ
ッッ
トト

企企
業業

福福
祉祉

学学
校校

就就
労労
移移
行行
支支
援援

就就
労労
継継
続続
支支
援援

型型

就就
労労
継継
続続
支支
援援

型型

自自
立立
訓訓
練練

特特
別別
支支
援援
学学
校校

放放
課課
後後
等等
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス

特特
別別
支支
援援
級級

通通
級級
指指
導導
教教
室室

【
販
売
戦
略
】
支
援
者
教
育
受
講
者
／
母
集
団

ⓒ

障障
害害
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス

（ （
就就
労労
移移
行行
支支
援援
・・
就就
労労
継継
続続

支支
援援
ＡＡ
型型
・・
ＢＢ
型型
、、
定定
着着
支支
援援
、、

自自
立立
訓訓
練練
等等
））

障障
害害
者者
雇雇
用用
企企
業業

放放
課課
後後
等等

デデ
ィィ
ササ
ーー
ビビ
スス

特特
別別
支支
援援
学学
校校

特特
別別
支支
援援
学学
級級

社社
会会
保保
険険

労労
務務
士士

キキ
ャャ
リリ
アア
ココ
ンン

ササ
ルル
タタ
ンン
トト

２２
００
万万
人人

キキ
ャャ
リリ
アア
アア
ッッ
ププ
！！

潜潜
在在
能能
力力
発発
掘掘

育育
児児
・・
介介
護護
休休
業業
等等

在在
職職
者者

就就
労労
希希
望望
者者
数数
（（
女女
性性
））

１１
００
万万
人人

３３
万万
人人 ５５
万万
人人

４４
．．
４４
万万
人人

６６
．．
５５
万万
人人

７７
万万
人人

職職
域域
拡拡
大大
！！

１１
５５
６６
万万
人人
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【
成
果
イ
メ
ー
ジ
】
障
害
者
雇
用
と
１
８
歳
以
上
の
障
害
者
数
比
較

６６
％％

６６
００
％％

４４
００
％％

ⓒ

代
理
店
の
展
開
図

九
州
・沖

縄

東
海
・
関
西

関
東

ダ
ン
ウ
ェ
イ

ⓒ

大大
阪阪

神神
奈奈
川川

東東
京京静静
岡岡

埼埼
玉玉

【
社
会
的
貢
献
性
】
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト

１
８
歳
か
ら
、
６
５
歳
（
４
７
年
間
）

ま
で
、
福
祉
支
援
施
設
等
に
い

た
場
合
（
簡
易
的
に
）

２
０
０
万
円
年
人
×
４
７
年

公公
的的
資資
金金

―
９９
４４
，，
００
００
００
，，
００
００
００
円円

２
２
歳
か
ら
、
６
５
歳
（
４
３
年
間
）

ま
で
、
働
き
続
け
た
場
合

２
０
０
万
円
年
人
×
４
３
年

（
時
給
１
，
０
０
０
円
×
２
０
時
間

／
週
で
計
算
）
＝
９
６
万
円
年

公公
的的
資資
金金

―
８８
，，
００
００
００
，，
００
００
００
円円

公公
的的
資資
金金
差差
額額

１１
億億
円円
／／
人人

障障
害害
者者
収収
入入

＋＋
４４
１１
，，
２２
８８
００
，，
００
００
００
円円

１１
００
００
人人
でで

＋＋
８８
６６
億億
円円

ⓒ

扶
助
費
削
減
効
果

扶
助
費
削
減
額

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

４
事
業
所

単
位
：
千
円

３
１

７
１

２
８
２

福福
祉祉
事事
業業
所所
利利
用用
枠枠
××

新新
たた
にに
雇雇
用用
がが
きき
まま
っっ
たた
とと
仮仮
定定

削削
減減

２２
００
３３
００
年年
度度

３３
，，
２２
１１
６６
億億
円円
／／
年年

１
６
１

４
８
４

５
３
６

ⓒ



35

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

【
未
来
】
支
援
者
教
育
×
連
携

ⓒ

シシ
ーー
ムム
レレ
スス
ババ
デデ
ィィ

ユ ユ
ニニ
ババ
ーー
ササ
ルル
ワワ
ーー
クク
フフ
ロロ
ーー

型型
施施
設設
外外
就就
労労
（（
重重
度度
知知
的的
障障
害害
者者
））

【
販
売
計
画
】
支
援
者
教
育
・
人
材
紹
介
関
連

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

年
度

支
援
者
教
育

人
材
紹
介

紹紹
介介
数数

１１
１１
６６

支
援
者
教
育

月

人
材
紹
介

回

５５
８８

１１
７７
４４

２２
３３
２２

２２
９９
００

ⓒ

単
位
：
千
円

利
益
計
画
・
事
業
展
開

売
上
高

売
上
原
価

売
上
利
益

販
売
費
・
一

般
管
理
費

営
業
利
益

営
業
外
損
益

経
常
利
益

事
業
展
開

既
存

支
援
者
教
育
ア
プ
リ
活
用
＆
ス
ク
ー
リ
ン
グ

有
料
職
業
紹
介

ⓒ

単
位
：千

円

！！
～～
誰誰
もも
がが
働働
くく
ここ
とと
にに
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
でで
きき
るる
社社
会会
へへ
～～

ⓒ



36

【【
協協
力力
依依
頼頼
】】

投投
資資
・・
ビビ
ジジ
ネネ
スス
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー

ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ダ
ン
ウ
ェ
イ
㈱ ：

（（
資資
料料
））

ⓒ
ⓒ
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

会
社
概
要

会会
社社
名名

ダダ
ンン
ウウ
ェェ
イイ
株株
式式
会会
社社

代代
表表
者者

代代
表表
取取
締締
役役
社社
長長
高高
橋橋
陽陽
子子

設設
立立

２２
００
１１
１１
年年
１１
月月
４４
日日

住住
所所

川川
崎崎
市市
中中
原原
区区
新新
城城
１１
－－
１１
２２
－－
１１
５５
（（
最最
寄寄
駅駅
：：
南南
武武
線線
武武
蔵蔵
新新
城城
駅駅
））

資資
本本
金金

２２
，，
５５
００
００
万万
円円

事事
業業
内内
容容

障障
害害
福福
祉祉
ササ
ーー
ビビ
スス
、、
障障
害害
者者
雇雇
用用
促促
進進
、、
教教
育育
、、

、、
クク
リリ
エエ
イイ
テテ
ィィ
ブブ

従従
業業
員員
数数

２２
４４
名名
（（
パパ
ーー
トト
契契
約約
社社
員員
含含
むむ
））

ⓒ

事
業
内
容

～
４
つ
の
事
業
～

福
祉

【【
障障
害害
者者
就就
労労
支支
援援
】】

【【
障障
害害
児児
支支
援援
】】

教
育
（
外
部
向
け
）

【【
だだ
んん
だだ
んん
シシ
リリ
ーー
ズズ
】】

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

【【
沖沖
縄縄
連連
携携
（（
６６
次次
化化
））
】】

ＩＣ
Ｔ

【【
制制
作作
等等
】】

シシ
ーー
ムム
レレ
スス

ババ
デデ
ィィ
®®

障
害
者
の
能
力
見
え
る
化
ツ
ー
ル

ⓒ

シ
ー
ム
レ
ス
バ
デ
ィ
の
仕
組
み
活
用

ｼｼ
ｰー
ﾑﾑ
ﾚﾚ
ｽｽ
ﾊﾊ
ﾞ゙ﾃﾃ
ﾞ゙ｨｨ
（（

））

ⓒ

２２
００
２２
３３
年年
度度

２２
００
２２
４４
年年
度度

２２
００
２２
５５
年年
度度

ｼｼ
ｰー
ﾑﾑ
ﾚﾚ
ｽｽ
ﾊﾊ
ﾞ゙ﾃﾃ
ﾞ゙ｨｨ
（（

））
ｼｼ
ｰー
ﾑﾑ
ﾚﾚ
ｽｽ
ﾊﾊ
ﾞ゙ﾃﾃ
ﾞ゙ｨｨ
（（

））
機機
能能

追追
加加

特特
許許
第第

号号

概概
念念
理理
解解
（（
脳脳
トト
レレ
ーー
ニニ
ンン
ググ
））

情情
報報
保保
障障

パパ
ーー
ソソ
ナナ
ララ
イイ
ズズ
化化

勤勤
怠怠
・・
配配
置置
・・
生生
産産
性性
分分
析析

個個
人人
がが
情情
報報
をを

確確
認認
でで
きき
るる

教教
材材
・・
環環
境境
・・
配配
置置

合合
理理
的的
配配
慮慮

【【
分分
析析
】】
企企
業業
ママ
ッッ
チチ
ンン
ググ

職職
域域
拡拡
大大
・・
配配
置置

特特
許許
第第

号号

アア
ププ
リリ
開開
発発

アア
ププ
リリ
開開
発発

支支
援援
者者

ｱｱ
ｾｾ
ｽｽ
ﾒﾒ
ﾝﾝ
ﾀﾀ
ｰー
養養
成成

教教
材材
・・
環環
境境
・・
配配
置置

合合
理理
的的
配配
慮慮

分分
析析

機機
能能

追追
加加

仕仕
組組
みみ

×
ア
プ
リ
仕
組
み ⓒ

情
報
保
障

×

脳脳
トト
レレ
ーー
ニニ
ンン
ググ
アア
ププ
リリ

パパ
ーー
ソソ
ナナ
ララ
イイ
ズズ
化化

勤勤
怠怠
・・
配配
置置
・・
生生
産産
性性
分分
析析

情情
報報
保保
障障
アア
ププ
リリ

概
念
理
解
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連
携

富富
士士
通通
企企
業業
スス
ポポ
ーー
ツツ
推推
進進
室室

文文
部部
科科
学学
省省
管管
轄轄
特特
別別
支支
援援
教教
育育
総総
合合
研研
究究
所所

川川
崎崎
市市
ビビ
ルル
メメ
ンン
テテ
ナナ
ンン
スス
業業
協協
同同
組組
合合

ⓒ

アア
ププ
リリ
開開
発発

シシ
ーー
ムム
レレ
スス
ババ
デデ
ィィ

ユ ユ
ニニ
ババ
ーー
ササ
ルル
ワワ
ーー
クク
フフ
ロロ
ーー

型型
施施
設設
外外
就就
労労
（（
重重
度度
知知
的的
障障
害害
者者
））

他
行
政
等
と
の
支
援
者
教
育
実
績

令令
和和
５５
・・
６６
年年
度度

令令
和和
３３
・・
４４
年年
度度

ⓒ

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
リリ
ソソ
ーー
スス
財財
団団

働働
くく
力力
応応
援援
基基
金金
事事
業業

【【
障障
害害
のの
ああ
るる
学学
生生
（（小小

～～
高高
校校
生生
））

のの
アア
セセ
スス
メメ
ンン
トト
・・
合合
理理
的的
配配
慮慮
提提
案案
】】

川川
崎崎
市市
生生
産産
性性
向向
上上
・・
働働
きき
方方
改改
革革
モモ

デデ
ルル
事事
業業

【【
不不
動動
産産
改改
革革
××
障障
害害
者者
雇雇
用用
促促
進進
】】

川川
崎崎
市市

生生
活活
保保
護護
・・生生

活活
困困
窮窮
者者
就就
労労
準準
備備
支支

援援
事事
業業
（（就就

労労
支支
援援
事事
業業
））

８８
年年

内
田
洋
行
様
と
の
連
携

年
度
・

年
度
カ
タ
ロ
グ
掲
載

【
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
５
巻
セ
ッ
ト
】

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
脳
ト
レ
―
ニ
ン
グ
１

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
脳
ト
レ
―
ニ
ン
グ
２

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
～
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
～

作
業
編

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
～
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
～

編

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
～
楽
し
も
う
～

編

•
だ
ん
だ
ん
シ
リ
ー
ズ
～
伝
え
よ
う
～

編

ⓒ

年年
度度
～～

新新
３３
商商
品品
追追
加加
掲掲
載載

特特
別別
支支
援援
教教
育育
関関
連連
特特
集集
！！

脳脳
トト
レレ
ーー
ニニ
ンン
ググ
アア
ププ
リリ

生生
きき
るる
力力
をを
身身
にに
つつ
けけ
よよ
うう
！！
（（
版版
））

外
国
人
就
労
支
援
へ
の
活
用

（
東
京
エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

個
人
情
報
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ⓒ
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

教教
材材
・・
環環
境境
・・
配配
置置

障障
害害
者者
雇雇
用用
企企
業業

特特
別別
支支
援援
学学
校校

特特
別別
支支
援援
級級

通通
級級
指指
導導
教教
室室

放放
課課
後後
等等
デデ
イイ

ササ
ーー
ビビ
スス

就就
労労
継継
続続
支支
援援

型型
、、
型型

就就
労労
移移
行行
支支
援援

自自
立立
訓訓
練練

就就
労労
定定
着着
支支
援援

合合
理理
的的
配配
慮慮

ｼｼ
ｰー
ﾑﾑ
ﾚﾚ
ｽｽ
ﾊﾊ
ﾞ゙ﾃﾃ
ﾞ゙ｨｨ
（（

））

生生
産産
（（
消消
耗耗
品品
））

管管
理理
ササ
ブブ
スス
クク
リリ
ププ
シシ
ョョ
ンン

（（
貸貸
出出
備備
品品
））

能能
力力
可可
視視
化化

新新
たた
なな
障障
害害
者者
雇雇
用用
促促
進進

主主
にに
重重
度度
知知
的的
障障
害害
・・
自自
閉閉
スス
ペペ
クク
トト
ララ
ムム
症症
のの
方方

障
害
児
者

分分
析析

支支
援援
者者

※※
１１

特特
許許
第第

号号

特特
許許
第第

号号

ｿｿ
ｰー
ｼｼ
ｬｬ
ﾙﾙ
ｲｲ
ﾝﾝ
ﾊﾊ
ﾟ゚ｸｸ
ﾄﾄ
※※
２２

ⓒ

ダ
ン
ウ
ェ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル

ⓒ

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
プ
リ
紹
介
動
画

ⓒ

ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
紹
介
動
画

ⓒ
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

日
本
の
将
来
人
口
の
推
移

ⓒ

労
働
力
需
給
の
ギ
ャ
ッ
プ

ⓒ
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介護医療現場の「働き続けたい」を実現する 支援プラットフォーム

株式会社きゃりこん． ｏｍ

下平 光明

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

従来の面談サービスでは、人事部や現場管理者主導の元、面談日時などを導入先法人側の負担で自ら調整を行い、サービス提供側

はオンライン面談を単発的に提供するのみのカタチが主流です。 の場合、導入ヒアリングから膨大な言語データの分析

までを一気通貫でサービス提供できます。

人員が不足している介護医療現場に則してパッケージ化しているサービスは他にはなく、現場の勘所を抑えた利便性が、当社独自の

強みと言えます。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

の導入マーケットは、先ず、社会課題性の高い介護現場から医療現場へ集中して展開します。外部 サービスのみで

介護・医療従事者向けに事業展開をした場合でも約 億円のマーケットにリーチが可能です。その先は介護・医療領域から、

福祉（児童・障がい者）領域へとマーケットを広げ、 さらに都道府県・市区町村の行政サービスを手掛ける自治体にまで事業展開を

した場合は 兆円のマーケットにリーチが可能となります。

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

今年も （ビジネス・アクセラレーター・かながわ）に採択され、去年のニチイケアパレス社との介護現場の実証に続き、セコム医療

システム社と医療現場の実証を実施。こうした大企業との実証事業を通じて、プロダクト品質の高さを証明し、プロモーションも兼ね

た取り組みとして参加。また、優良介護サービス事業所への表彰式を実施している「介護フェア かながわ」や国内最大規模の「介

護・福祉 」にも出展し、より広く介護医療法人へアプローチします。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

従来の面談は「その場限りで終わり、過去の情報が引き継がれにくいモノ」でしたが、弊社は「 を活用した面談の引継ぎ体制」を

構築し、継続的かつ効果的に面談が実施できる独自の手法を開発。また、オンライン面談サービスは国家資格キャリアコンサルタント

「千名以上登録」といった、“数”を誇示するモノばかりですが、弊社がこだわるのは徹底した“品質”です。国内トップクラスの技量を

持つ面談員（１級キャリアコンサルティング技能士）が 割以上占めており、高品質な面談提供体制を構築。

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

神奈川県は 都道府県中、十万人あたりの看護職員数が千人を切る唯一の県であり、残念ながら【最も看護職が手薄で、最も離職

率も高い県】です。こうしたなか、神奈川県が掲げる「新かながわグランドデザイン」にも“持続可能な医療・介護の基盤構築”が明示

されております。

私たちも を通じて、藤沢・茅ヶ崎・寒川の地域住民の皆さんへ介護医療インフラの持続可能な提供は勿論のこと、より質

の高いサービスになるように縁の下の力持ち的な存在として貢献し続けます。

応募の目的 ☑☑提携先の発掘  ☑☑その他（自治体・地域金融機関との連携）
① 提案される事業内容

業界では深刻な人材不足が懸念され、介護医療インフラの持続可能な提供が課題となっています。

職員満足度向上を目的とした中間管理者による面談や従業員サーベイが効果を上げていません。職員がこれらを形式的と感じ、

期待感が薄いことや、管理者が組織の課題を把握しにくい為です。 さらに管理者は従業員の声を聞きたいものの、「充分な時間は

取れない」「指導とのバランスがあり、役割的に寄り添いすぎることもできない」と、物理的にも役割的にも困難で、経営陣へ現場の声

を届けたくてもできない苦悩があります。そこで私たちは『 （とはなす）』を開発しました。コンディション診断に基づいた

オンライン面談に加え、面談後の従業員サーベイから、経営層への分析データフィードバックを定期・継続的に実施します。

「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」
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介
護
医
療
現
場
の
「
働
き
続
け
た
い
」
を
実
現
す
る

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

1

創
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 下
平

光
明

（
）

株
式
会
社
き
ゃ
り
こ
ん
．

ｏ
ｍ

代
表
取
締
役

介
護
医
療
業
界
特
化
の
人
材
紹
介
会
社

株
式
会
社
サ
ン
・
シ
ャ
イ
ン

年
月
創
業
（
現
在

期
目
）

株
式
会
社
き
ゃ
り
こ
ん

創
業

相
談
人
数

名
以
上

契
約
法
人
数

社

大
手
百
貨
店
の
人
材
紹
介
部
門
で
の
経
験
を
経
て
、

年
月
か
ら

株
サ
ン
・
シ
ャ
イ
ン
を
創
業
。

長
年
、
介
護
医
療
業
界
に
特
化
し
た
転
職
支
援
に
携
わ
る
な
か
、

“繰
り
返
さ
れ
る
離
職
“
が
続
く
こ
の
業
界
の
現
状
に
疑
問
を
感
じ
、

「
人
材
紹
介
会
社
へ
浪
費
し
続
け
る
構
造
を
変
え
た
い
」
と
、

株
き
ゃ
り
こ
ん
．
ｃ
ｏ
ｍ

を
設
立
。

2

介
護
医
療
業
界
の
抱
え
る
課
題

3

介
護
医
療
業
界
は

年
に
か
け
て
深
刻
な
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

介
護
医
療
施
設
の
閉
鎖
等
、
介
護
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
的
な
提
供
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
「
労
働
市
場
の
未
来
推
計

」
よ
り

（
）

4
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神
奈
川
県
は
全
国
で
最
も
看
護
職
が
足
り
て
い
な
い

ht
tp

s:
//w

w
w

.n
ik

ke
i.c

om
/a

rti
cl

e/
D

G
X

ZQ
O

C
C

18
D

3U
0Y

4A
11

0C
20

00
00

0/
5

看
護
協
会
・
医
師
会
「
看
護
職
の
離
職
原
因
を
把
握
で
き
ず
、
人
材
確
保
負
担
に
課
題
」

ht
tp

s:
//w

w
w

.n
ik

ke
i.c

om
/a

rti
cl

e/
D

G
XZ

Q
O

C
C

18
D

3U
0Y

4A
11

0C
20

00
00

0/
6

物
理
的
に

従
業
員
と
の
対
話
の
時
間
を
確
保
で
き
な
い

～
本
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
背
景
～

現
場
の
声
を
届
け
た
く
て
も
で
き
な
い
管
理
者
の
苦
悩

サ
ー
ビ
ス
利
用
者

ご
家
族
様
対
応

育
成
指
導

急
変

ト
ラ
ブ
ル
対
応

施
設
目
標
の

設
定
・
運
営
管
理

管
理
者
・
評
価
者
と
し
て
の
役
割
的
に

寄
り
添
い
過
ぎ
る
こ
と
も
で
き
な
い

《
管
理
者
が
「
全
員
と
一
律
に
は
な
す
」
は
、
“物

理
的
“
に
も

”役
割
的
“に

も
困
難
！
》

7

の
面
談
範
囲

上上
司司
にに
はは
担担
ええ
なな
いい
領領
域域

・・
職職
場場
のの
人人
間間
関関
係係

・・
ププ
ララ
イイ
ベベ
ーー
トト

→
育
児
・
介
護
・
結
婚
・
離
婚
…

・・
ココ
ンン
ププ
レレ
ッッ
クク
スス

なな
どど

業業
務務
にに
関関
すす
るる

相相
談談

社社
内内
面面
談談
でで
忖忖
度度
しし
てて
話話
せせ
なな
かか
っっ
たた
事事
もも

to
H

AN
A

Sでで
なな
らら
話話
せせ
るる
！！

愚愚
痴痴
にに
追追
わわ
れれ
ずず
、、

業業
務務
面面
談談
にに
集集
中中
でで
きき
るる
！！

評評
価価 指指
導導

課課
題題
解解
決決

to
H

A
N

A
Sのの
面面
談談
領領
域域

社社
内内
面面
談談
領領
域域

10
年年
連連
続続

離離
職職
理理
由由

1位位

8

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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そ
こ
で
私
た
ち
は
、

介
護
医
療
現
場
の
「
働
き
続
け
た
い
」
を
実
現
す
る

支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
開
発
し
ま
し
た
。

9

サ
ー
ビ
ス
概
要

10

全
従
業
員
へ
診
断
に
基
づ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
実
施
。

面
談
後
の
従
業
員
サ
ー
ベ
イ
か
ら
、
経
営
層
へ
の
分
析
デ
ー
タ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

11

統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
診
断
結
果

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

数
値
・
言
語
で
可
視
化

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
特
徴
（
面
談
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）

国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

自
問
自
答
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

ま
る
で
【
自
分
と
は
な
す
】
面
談

問
約

分
の
診
断
ツ
ー
ル

座
標

段
階
（

～
）
で
結
果
を
表
示
。

タ
イ
プ
別
診
断
で
は
な
く
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

診
断
の
た
め
、
変
化
を
追
い
か
け
る
こ
と
を
目

的
に

～
ヶ
月
毎
の
診
断
を
推
奨
。

第
三
者
の
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
の

定
期
的
な

分
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
。

年
回
以
上
（

ヶ
月
毎
）
の
面
談
を
推
奨
。

12
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診
断
の
詳
細

・
結
果
は

座
標
×
～

の
段
階

・
数
値
、
文
言
を
み
な
が
ら
、

「
こ
こ
は
当
て
は
ま
る
な
」
「
こ
ん
な
自
分
が
い
る
か
も
」
と

ご
自
身
の
今
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
す
り
合
わ
せ
し
て
い
く
ツ
ー
ル
。

・
す
べ
て
の
座
標
に
お
も
て
と
ウ
ラ
の
表
現
が
あ
り
、

数
値
の
高
い
、
低
い
で
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
：
積
極
性
（
攻
撃
的
）
が

だ
っ
た
場
合

・
仕
事
へ
の
意
欲
・
や
る
気
が
と
て
も
あ
る

傾
向
が
高
い

・
自
分
の
仕
事
へ
の
熱
量
を
周
り
に
も
強
く
求
め
て
し
ま
っ
て
い
る

傾
向
が
高
い

13

面
談
員
に
つ
い
て

の
面
談
員
は

割
以
上
が

級
技
能
士

日
本
で
最
も
質
の
高
い
面
談
の
提
供
が
可
能
！
！

14

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
特
徴
（
継
続
的
な
面
談
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）

ア
ナ
ロ
グ
対
応

・
面
談
担
当
者
が
作
成
（

件
：

～
時
間
）

・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
差
が
激
し
い

・
通
常
の
面
談
は
単
発
で
過
去
の
情
報
が

引
き
継
が
れ
に
く
い

Ａ
Ｉ
活
用

・
面
談
記
録
は
逐
語
録
か
ら

が
要
約

・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
均
一
化

・
面
談
後
の
振
り
返
り
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
可
能

15

利
用
後
の
反
応

16

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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神
奈
川
県
で
の
共
創
事
業

介
護
現
場
の
職
場
一
人
ひ
と
り
、
全
員
の
働
き
や
す
さ
向
上
の

実
現
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

取
締
役

鈴
木
宏
直

代
表
取
締
役

下
平
光
明

定
着
率
を
上
げ
、
従
業
員
に
投
資
で
き
る
介
護
現
場
の
土
台
づ
く
り

17

神
奈
川
県
が
支
援
す
る
実
証
事
業
に

年
連
続
採
択

（
年

月
～

年
月
）

介
護
現
場
の
職
場
一
人
ひ
と
り
、

全
員
の
働
き
や
す
さ
向
上
の
実
現
を

目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

従
業
員
に
投
資
で
き
る
介
護
現
場
の
土
台
づ
く
り

神
奈
川
県
内
５
施
設

全
従
業
員

実
施
人
数
：

人

離
職
が
多
い
施
設
対
象

首
都
圏
採
用

～
月
中
途
入
職
者

実
施
人
数
：

人

早
期
離
職

か
月
以
内

が
多
い

中
途
入
職
者
対
象

検
証
②
：
個
人
単
位

検
証
①
：
施
設
単
位

18

入
社
以
降
面
談
で
の
前
向
き
度
の
変
化

入
社
４
ヶ
月
目
で
”前

向
き
”と

回
答
し
た
社
員
は

以
下

に
ま
で
減
少
。

時
間
が
経
つ
ほ
ど
、
深
刻
化
し
や
す
い

面
談
に
よ
っ
て

仕
事
へ
の
前
向
き
さ
が
改
善
！

ア
ン
ケ
ー
ト
（

と
て
も
前
向
き
～

前
向
き
で
な
い
）
の

択
の
う
ち
、

「
４
と
て
も
前
向
き
」
、
「
３
前
向
き
」
、
と
答
え
た
割
合

19

の
導
入
効
果
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介
護
現
場
の
離
職
抑
制
に

が
貢
献

万
円

実
証

ヶ
月
間

サ
ー
ビ
ス
導
入
前
後
の

離
職
人
数
の
変
化

（
施
設
合
計
）

（
紹
介
料
１
人
あ
た
り
税
込

万
円
想
定
）

人

導
入
前
離
職
数

年
月
～

年
月

導
入
後
離
職
数

年
月
～

年
月

人

人
材
紹
介
へ

浪
費
し
て
い
た
コ
ス
ト
の

変
化

万
円

（
サ
ー
ビ
ス
未
提
供
者
の
ぞ
く
）

▲
万
円

コ
ス
ト
削
減
！

21

現
場
管
理
者
の
声

管
理
者
の
立
場
で
は

や
り
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た

面
談
を
実
現
し
て
く
れ
た

職
員
に
サ
ー
ビ
ス
が

行
き
渡
っ
て
ほ
し
い

22

の
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

導
入
介
護
施
設 施
設

累
計
面
談
実
施
数

約
回

介
護
施
設
を
中
心
に
導
入
加
速
中
！

23

面
談
×業

界
特
化
の
リ
ア
ル
な
定
性
定
量
デ
ー
タ
が
循
環
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

24

面
談

従
業
員
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ベ
イ
分
析

組
織
サ
ポ
ー
ト

満
足
構
造
分
析

そ
の
他
新
規
サ
ー
ビ
ス

属
人
性
を
排
除
し
た
業
界
特
化
型
の

リ
ア
ル
な
定
性
・
定
量
デ
ー
タ
を
蓄
積

管
理
者
支
援
に
よ
る
リ
ア
ル
な
声
を
元
に

面
談
・
サ
ー
ベ
イ
精
度
を
向
上

分
析
結
果
を
元
に

現
場
課
題
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

デ
ー
タ

連
携

デ
ー
タ

連
携

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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・
職
員
満
足
構
造
を
可
視
化

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
、

組
織
単
位
の
優
先
課
題
の
可
視
化

促促
進進
エエ
リリ
アア

優優
先先
課課
題題
エエ
リリ
アア

「
管
理
者
だ
か
ら
で
き
な
い
」
を
助
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
で

従
業
員
や
管
理
者
の
個
々
の
想
い
を
組
織
の
声
と
し
て
”仕

組
み
”で

届
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す

【
サ
ー
ベ
イ
シ
ス
テ
ム

×
面
談
】

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
業
界
初

長
く
働
け
る
環
境
整
備
を
、

職
員
か
ら
経
営
層
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し

従
業
員
満
足
度
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

満
足
構
造
分
析
に
よ
る
組
織
課
題
抽
出
サ
ー
ベ
イ

25

課課
題題
項項
目目
のの
カカ
テテ
ゴゴ
リリ
構構
造造

満満
足足
構構
造造
分分
析析
のの
結結
果果
：：

満
足
構
造
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
一
次
構
造
の
項
目
を
提
示
致
し
ま
す
。

各
カ
テ
ゴ
リ
の
項
⽬
は
、
構
造
分
析
で
活
⽤
す
る
総
合
指
標
に
向
か
っ
て
影
響
を
与
え
る
要
因
項
⽬
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
満
足
構
造
分
析
に
よ
る
優
先
課
題
把
握
】

▼
散
布
図
か
ら
優
先
課
題
に
存
在
し
て
い
る
課
題
を
優
先
課
題
と
し
て
抽
出
し
、

該
当
す
る
課
題
に
関
連
す
る
、
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
か
ら
そ
の
原
因
を
探
り
、
施
策
展
開
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
プ
ラ
ン
の
場
合
、
二
次
構
造
ま
で
分
析
が
可
能
と
な
り
、
優
先
課
題
の
各
項
目
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
ま
す
。

26

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（

）

面
談
ア
サ
イ
ン

費
用
支
払

面
談
員
登
録

要
審
査

利
用
料
支
払

思
考
傾
向

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

面
談
実
施

面
談
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

施
設
人
事
部
門

施
設
責
任
者

ス
タ
ッ
フ

介
護
医
療
施
設
の
経
営
改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

運
営
法
人
か
ら
ス
タ
ッ
フ
利
用
人
数
ベ
ー
ス
で

利
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す

27

施
設
の
大
き
な
負
担
で
あ
る
人
材
獲
得
コ
ス
ト

28
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人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス
と
の
利
用
料
金
比
較

29

浪
費
し
て
い
る
コ
ス
ト
を
投
資
へ
転
じ
る
施
策

採
用
費
用
を
浪
費
し
続
け
る
よ
り

圧
倒
的
な
低
コ
ス
ト
で
人
材
も
定
着
！

30

サ
ー
ビ
ス
の
成
長
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

：
介
護
＋
医
療
従
事
者

５
５
０
万
人

億
円

：
介
護

看
護
領
域

万
～

万
人

～
億
円

：
介
護
領
域
３
０
％
シ
ェ
ア

万
人

億
円

介
護
＋
医
療
従
事
者
者
向
け
に
事
業
展
開
を
し
た
場
合
で
も

約
２
０
０
０
億
円
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
リ
ー
チ
可
能
で
す
。

31

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
張
の
可
能
性

介
護
＋
医
療

福
祉
＋
行
政

今
後
は
介
護
医
療
領
域
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
向
け
に
事
業
展
開
を
検
討
し
て
お
り

更
な
る

拡
張
の
可
能
性
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模

万
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模

万
人

マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模

万
人

億
円

億
円

兆
円

介
護
＋
医
療

福
祉

介
護
＋
医
療

介
護
医
療
領
域
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
全
体
へ
拡
大

32

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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各
地
域
の
採
択
実
績

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

位
入
賞

か
な
が
わ
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

）
採
択
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ht
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l

横
浜
市
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

社
会
実
装
推
進
事
業
（
第
一
弾
）
採
択

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ン
ク
賞

農
林
中
央
金
庫
賞

北
陸
電
力
グ
ル
ー
プ
賞

と
や
ま
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

東
京

第
期

企
業
賞
（

社
）
受
賞

神
奈
川
県

富
山
県

横
浜
市
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

採
択

ht
tp

s:
//y

ox
o-

ac
ce

le
ra

to
r.c

om
/

ht
tp

s:
//q

r.p
ap

s.
jp

/g
jk

dc

山
梨
県

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ

部
門

優
秀
賞
、
企
業
賞
（

社
）
受
賞

神
奈
川
県
起
業
家
支
援
拠
点

み
な
と
み
ら
い
採
択
事
業
者

年
月
～

優
秀
賞

企
業
賞

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
・
か
な
が
わ

（
）

採
択

か
な
が
わ
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド

認
定

令
和

年
度

県
内
産
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
（
改
良
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
採
択

33

メ
デ
ィ
ア
出
演
・
掲
載
実
績

●
『

』
年

月
出
演
）

●
『

』
（

年
月
出
演
）

（
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
西
脇
氏
対
談
）

●
『
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ブ
ル
ー
湘
南
』
（

年
月
出
演
）

●
黒
岩
県
知
事
定
例
記
者
会
見
（

年
月
）

●
神
奈
川
新
聞
（

年
月

日
掲
載
）

●
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
（

年
月

日
掲
載
）

●
高
齢
者
住
宅
新
聞
（

年
３
月

日
掲
載
）

●
産
經
新
聞
（

年
月

日
掲
載
）

34

や
行
政
か
ら
の
支
援
を
通
じ
て
事
業
成
長
を
更
に
加
速

ニ
ッ
セ
イ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら

万
円
の
資
金
調
達
を
完
了

神
奈
川
県
記
者
発
表
で
初
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
資
金
調
達
リ
リ
ー
ス

神
奈
川
県
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
リ
リ
ー
ス
を
出
し
た
の
は
、
こ
れ
が
“初

め
て
“で

す
！

35

当
社
の
目
指
す
成
長
曲
線

当
社
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
企
業
と
し
て

カ
ー
ブ
（
急
成
長
）
を
目
指
し
ま
す
！

ク
ラ
ソ
ル
よ
り
（

）
36
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事
業
計
画
書

37

発
表
画
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

湘
南
エ
リ
ア
へ
の
転
入
超
過
が
再
加
速

年
で
は
、
茅
ヶ
崎
市
は
東
京
都
特
別
区
部
と
政
令
都
市
を
除
く
市
区
町
村
の
中
で
１
位
！

「
ち
が
す
き
」
よ
り
（

）
38

国
(厚
労
省
な
ど

)・
行
政
と
共
同
で
の

社
会
形
成
連
携

大大
手手
企企
業業

連連
携携

自自
治治
体体

金金
融融
機機
関関

介介
護護
医医
療療

on
e 

te
am

 構構
想想

連連
携携

連連
携携

介介
護護
医医
療療
業業
界界

地地
域域
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
地地
域域
事事
業業
会会
社社

共共
同同
推推
進進

連連
携携
支支
援援

社社
会会
実実
装装

連連
携携

SE
C

O
M

神神
奈奈
川川
県県

39

株
式
会
社
き
ゃ
り
こ
ん
．
ｃ
ｏ
ｍ
メ
ン
バ
ー

40

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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き
ゃ
り
こ
ん

ｃ
ｏ
ｍ
は
「
働
き
続
け
た
い
」
を
支
援
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

働
く
人
を
尊
重
し
た
面
談
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

革
新
的
な
分
析
シ
ス
テ
ム
の
創
造
、

介
護
医
療
現
場
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
設
計
を
通
じ
て
、

「
生
き
生
き
と
働
く
」
を
実
現
し
ま
す
。

自
身
の
職
務
に
誇
り
を
も
ち
、

自
身
の
業
務
に
集
中
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
で

自
身
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
。

介
護
医
療
現
場
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
貢
献
し
ま
す
。

働
く
人
の
「
い
っ
て
き
ま
す
」
を
明
る
く

41

「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」
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「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」

５

リサイクルをもっと身近に。アップサイクルで地域のごみを地域資源に

合同会社

渡邉 駿

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

既存の量産されたプラスチックではほとんど無い、一点一点異なるマーブル模様のプラスチックであり、その場で成型体験までを

行うことができます。また、粉砕や洗浄の時間さえ確保できれば、地域や組織などで集まった素材をその場で製品としてアップサイク

ルすることも可能です。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

ある調査ではアップサイクルに関する認知度はまだ高くなく、企業活動内でもサスティナブルや などへの取り組みが引き続き

必須となると思われるため、今後もリサイクル製品などについてのニーズは伸びると想定しています。

また、地域内での再利用についても今後も増えていくものと考えています。

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

自社で行うプレスリリースなどと合わせ、自社でも主催しているビーチクリーンやゴミ拾いを中心に構築してきたネットワークを活用

し、販売先を拡大予定。現在、多くの企業や団体がビーチクリーン、タウンクリーンを行なっているため、その活動への参加を通して新

しいネットワークを構築していく予定です。環境活動によるネットワーク構築は、「環境への取り組みに関心がある」という点でセグメ

ントされており、本事業との親和性が高いと考えています。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

ビーチクリーンで繋がった同じ想いの有志などにより素材の調達を行なっています。キャップの洗浄や色分けなどの作業は地域内に

ある 型就労支援施設に依頼をしており、自社では企画・営業・製作を中心に行なっています。

大型の製作物については木工所の機材と場所を借りながら製作をしています。

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

事業活動や日常生活ではどうしても廃棄物が出てしまうが、それらの廃棄物を地域資源として活用し、

湘南らしい特産品になるようなプロダクトの開発を行なっていきたいと考えています。

合わせて、一部作業を上記市内の 型就労支援施設へ依頼しており、依頼作業も事業所の特性に合わせ、より多く生み出せるよう

にしていきたいと考えています。

① 提案される事業内容

身近なプラスチック製品であるペットボトルキャップのアップサイクルを通して、地域で発生する廃棄物を地域の資源として循環させ、

廃棄物だけでなく、仕事、お金の循環を創造します。そして、日常生活で捨ててしまうものであってもこんなモノに変わるという気づき

を作り、個人レベルでの廃棄物に対する意識を変え、最終的に海に流れ着くゴミを減らすことを目的としています。

応募の目的 ☑☑資金調達 ☑☑販路拡大 ☑☑技術支援・交流 ☑☑提携先の発掘
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リ
サ
イ
ク
ル
を
も
っ
と
身
近
に
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
地
域
の
ご
み
を
地
域
資
源
に
。

20
24

/1
1/

07
 合
同
会
社

BL
OO

P

は
じ
め
に

20
21
年

11
月

10
日

 渡
邉
撮
影

こ
の
写
真
ど
こ
か
わ
か
り
ま
す
か
？
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P 
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C.
は
じ
め
に 江
ノ
島
へ
渡
る
江
の
島
大
橋
下
（
片
瀬
東
浜
）
で
す
。
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C.
や
り
た
い
こ
と

海
に
流
れ
着
く
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
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C.

自
己
紹
介

商
社
や
調
理
道
具
メ
ー
カ
ー
、
広
告
会
社
に
て
営
業
職
を
経
験
後
、

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
で
知
っ
た
海
ご
み
の
問
題
を
伝
え
る

た
め
に
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
。

都
内
の
創
業
支
援
会
社
に
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
な
が
ら
副
業
で
運
営
。

そ
の
後
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
で
知
り
合
っ
た
伊
藤
と
共
に
合
同
会
社

を
立
ち
上
げ
る
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
の
め
り
込
み
す
ぎ
て
自
分
で
事
業
を
開
始

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
前

渡
邉

駿

出
身
地

藤
沢
市
大
庭

所
属

合
同
会
社

所
属

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
団
体

趣
味

サ
ー
フ
ィ
ン
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

都
内
の
企
業
で
営
業
職
に
従
事
。

20
20
年
よ
り
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
と
サ
ー
フ
ィ
ン
を
開
始

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
と
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て

見
え
る
世
界
が
変
わ
っ
た

海
の
ゴ
ミ
が
急
に
自
分
ご
と
に
な
っ
た

「
見
え
て
い
な
か
っ
た
」
の
か
「
見
て
い
な
か
っ
た
」
の
か

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
海
の
ゴ
ミ
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

8

課
題

海
の
ゴ
ミ
は
他
人
事
に
な
っ
て
い
る
？

社
会
課
題
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
生
活
に
直
結
し
な
い
た
め
、
自
分
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
？

自
分
ご
と
化
が
必
要

人
は
意
識
し
た
も
の
し
か
見
え
な
い
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C.

事
業
開
始
に
お
け
る
３
つ
の
可
能
性

ま
ち

か
わ

う
み

「
ま
ち
」
で
ゴ
ミ
が
生
ま
れ
変
わ
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で

ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り

海
に
流
れ
着
く
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
？

10

可
能
性

生
活
圏
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

こ
こ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要

海
の
ゴ
ミ
の
８
割
は
ま
ち
か
ら
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る

可
能
性

2
技
術
は
進
歩
し
て
い
る
け
ど
ゴ
ミ
は
あ
る

リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
知
っ
て
る
け
ど
知
ら
な
い

も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら

ゴ
ミ
へ
の
意
識
が
変
わ
る
の
で
は
？

最
終
製
品
し
か
見
え
な
い
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る

身
近
に
感
じ
な
い

※
こ
こ
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
話
は
し
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
は
進
歩
し
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
、

可
能
性

3
企
業
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み

事
業
活
動
に
お
い
て
も

な
ど
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
の

重
要
度
が
上
が
り
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

・
実
は
も
っ
と
消
費
者
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
の
で
は
？

衣
類
回
収

再
生
材
の
使
用

ゴ
ミ
拾
い

・
・
・

（
も
っ
と
消
費
者
に
事
業
者
の
名
前
と
取
り
組
み
が
認
知
さ
れ
る
べ
き
）

・
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
？
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13

共
通
部
分
で
で
き
る
こ
と
は

可
能
性

1
ビ
ー
チ
で
は
な
く
生
活
圏
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

可
能
性

企
業
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

取
り
組
み

全
て
が
重
な
る
と
こ
ろ
で
何
か
で
き
な
い
か
？

可
能
性

技
術
は
進
歩
し
て
い
る
け
ど

ゴ
ミ
は
あ
る

ま
ち
で
ゴ
ミ
の

生
ま
れ
変
わ
り

を
見
せ
る

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で

簡
易
リ
サ
イ
ク
ル
を

体
験

分
か
り
や
す
い
体
験

を
通
し
て
企
業
の

活
動
ア
ピ
ー
ル

14

展
開
事
業

実
施
事
業

リ
サ
イ
ク
ル
を
も
っ
と
身
近
に
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
地
域
の
ゴ
ミ
を
地
域
資
源
に

16

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
素
材
に
し
た

モ
ノ
づ
く
り
と
製
作
体
験
イ
ベ
ン
ト

提
供
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

洗
浄
・
色
分
け

粉
砕

成
型
体
験

完
成

完
成
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C.

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

Bt
oC

18

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業

プ
ロ
ダ
ク
ト

発
注

製
作
受
託

体
験
イ
ベ
ン
ト

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業

発
注

一
般
個
人

¥

プ
ロ
ダ
ク
ト
製
作

コ
ン
テ
ン
ツ
提
供

コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
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C.

10
0%
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
テ
ー
ブ
ル

廃
材
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
合
わ
せ
た
サ
イ
ン

株
式
会
社
湘
南
貿
易
様

製
作
実
績
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C.

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
製
品
と
し
て
靴
べ
ら
を
提
供

感
謝
状
製
作

公
益
財
団
法
人

 か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
様

製
作
実
績
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新
店
オ
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プ
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販
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の
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製
作
体
験

株
式
会
社
ア
ダ
ス
ト
リ
ア

様
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C.
体
験
イ
ベ
ン
ト
実
施
実
績

エ
シ
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

提
供

株
式
会
社
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
様

リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
新
製
品
発
表
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
製
作
体
験

ウ
エ
イ
ン
ズ
イ
ン
ポ
ー
ト
カ
ー
ズ
株
式
会
社

湘
南
様

22

体
験
イ
ベ
ン
ト
実
施
実
績

新
型
車
の
店
頭
デ
ビ
ュ
ー
に
合
わ
せ
て
シ
ョ
ー
ル
ム
に
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
製
作
体
験

ウ
エ
イ
ン
ズ
イ
ン
ポ
ー
ト
カ
ー
ズ
株
式
会
社

み
な
と
み
ら
い
様
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C.
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

プ
ロ
ダ
ク
ト

製
品
小
売

プ
ロ
ダ
ク
ト
製
作

一
般
個
人

・
自
社

EC
・
イ
ベ
ン
ト
出
店

グ
ッ
ズ
販
売
（
イ
ベ
ン
ト
や

サ
イ
ト
で
販
売
）

グ
ッ
ズ
販
売

一
部
製
品
は
ロ
ゴ
入
れ
が
可
能
な
金
型
仕
様



60

BL
OO

P 
LL

C.
タ
ー
ゲ
ッ
ト

企
業

事
業
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

：
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
、

で
困
っ
て
い
る
企
業

提
供
サ
ー
ビ
ス
・
製
品

：
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
製
品
、
体
験

消
費
者

企
業
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
周
り
に
い
る

よ
り
多
く
の
消
費
者
へ
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

参
考
市
場
規
模

販
促
用
グ
ッ
ズ

国
内
市
場
規
模

出
典
：
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
関
す
る
企
業
の
意
識
調
査
（

出
典
：

FI
SC

O
企
業
調
査
レ
ポ
ー
ト

 C
DG

(2
02

0.
06

.1
9)

億
販
促
用
グ
ッ
ズ

国
内
市
場
規
模

約
億

に
積
極
的
な
企
業
が
使
う
販
促
費

億

SD
G
sに

関
す
る
企
業
の
意
識
調
査

SD
G

sに
積
極
的
な
企
業

53
.6

%

SD
G
sの

４
つ
に
か
か
る
販
促
費

の
目
標
の
内
近
し
い
４
つ

約
37

.8
億

う
ち

約
億

調
査
期
間
は

20
23
年

6月
19
日
～

30
日
、
調
査
対
象
は
全
国

2万
7,

77
1社
で
、

有
効
回
答
企
業
数
は

1万
1,

10
5社
（
回
答
率

40
.0
％
）
。

・
容
器
回
収
を
し
て
い
る
が
、
回
収
率
を
上
げ
た
い

・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
新
製
品
の
発
売
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
い

・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い

問
い
合
わ
せ
事
例

27

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
み 廃
棄
物
の
地
産
地
消
が
で
き
る

地
域
で
も
、
組
織
で
も

そ
こ
で
出
た
廃
棄
物
か
ら

そ
の
場
で
製
作
が
で
き
る

現
在
、
千
葉
県
に
て
同
県
に
て
集
ま
っ
た

キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
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C.
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
強
み

そ
の
場
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
製
作
体
験
が
可
能

モ
ノ
消
費

＋
コ
ト
消
費

＋
ト
キ
消
費

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

自
分
で
製
作
す
る
体
験

そ
の
場
限
定

＋
環
境
意
識

環
境
活
動
へ
の
参
加
意
識

た
だ
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
配
る
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
、

特
別
な
体
験
に
な
る
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事
業
の
背
景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
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C. 29

独
自
性

海
ゴ
ミ
へ
の
課
題
意
識
と
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
継
続
実
施
、
共
同
実
施
も
可
能
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
関
す
る
講
話
も
合
わ
せ
て
実
施

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
共
同
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

海
ご
み
・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
講
話

30

事
業
展
開

31

事
業
展
開

今
期

20
24
年
度

・
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
張
（
金
型
整
備
※

習
得
中
で
自
社
に
て
簡
単
な
設
計
可
能
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
張
（
予
算
・
時
間
に
合
わ
せ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
）

・
板
材
製
作
（
新
規
商
材
と
し
て
協
力
会
社
と
挑
戦
中
）

・
卸
、
委
託
販
売
先
探
し

翌
期 年
度

・
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
張

・
板
材
の
素
材
と
し
て
の
提
供
開
始

・
展
示
什
器
な
ど
の
受
注
製
作
・
既
製
品
の
販
売
開
始

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
張
（
予
算
・
時
間
に
合
わ
せ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
）

・
対
応
素
材
拡
張
の
た
め
連
携
先
探
し

・
設
備
投
資
に
よ
り
生
産
数
改
善
（
ど
の
よ
う
な
需
要
が
あ
る
か
見
定
め
中
）

翌
々
期 年
度

・
製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
張

・
板
材
の
生
産
数
増

・
取
り
扱
い
店
舗
増

・
他
地
域
で
の
仕
組
み
転
用
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り

・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
全
般
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
始

製 作 受 託
自 社 プ ロ ダ ク ト 育 成

モ ノ 以 外

最
終
的
に
は
「
モ
ノ
」
だ
け
で
な
く
、
「
仕
組
み
」
を
他
地
域
に
展
開

科
目

前
期

今
期

翌
期

翌
々
期

年
度

年
度

年
度

年
度

売
上
高

売
上
原
価

売
上
利
益
（

販
管
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

営
業
利
益
（

営
業
外
損
益

経
常
利
益
（

数
値
目
標

※
8ヶ
月
間

今
期

受
託
製
作
に
よ
る
売
上
：

万
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
売
上
：

万
（
現
状
の
内
定
含
む
）

製
品
小
売
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
に
よ
る
売
上
：

万
（
見
込
み
含
む
）

翌
期

受
託
製
作
に
よ
る
売
上
：

万
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
売
上
：
約

万
日
×
日
月
×

ヶ
月

万
製
品
小
売
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
に
よ
る
売
上
：

万
を
想
定
約
万
×
回
月
×

ヶ
月
）

板
材
の
販
売
：
万
×

枚
＝

万
（
日
産
枚
×
枚
月
×

ヶ
月
）

翌
々
期

受
託
製
作
に
よ
る
売
上
：

万
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
売
上
：
約

万
日
×
日
月
×

ヶ
月

万
製
品
小
売
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
に
よ
る
売
上
：

万
を
想
定
約
万
×
回
月
×

ヶ
月
）

板
材
の
販
売
：
万
×

枚
＝

万
（
日
産
枚
×
枚
月
×

ヶ
月
）
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33

実
施
体
制

協
力
会
社

有
志
の
仲
間

型
就
労
支
援
施
設

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
、
ゴ
ミ
拾
い
仲
間

・
機
材
、
ス
ペ
ー
ス
貸
出

・
製
作
ア
ド
バ
イ
ス

・
加
工

・
金
型
製
作

・
キ
ャ
ッ
プ
洗
浄
、
色
分
け

・
キ
ャ
ッ
プ
回
収

・
製
作
ア
ド
バ
イ
ス

・
イ
ベ
ン
ト
紹
介
（

PR
）

・
キ
ャ
ッ
プ
回
収

・
宣
伝
活
動

・
イ
ベ
ン
ト
紹
介
（

）

・
営
業

・
企
画
、
製
作

多
く
の
縁
と
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
事
業
実
施
中

34

湘
南
で
目
指
す
べ
き
活
動
や
役
割

35

湘
南
で
目
指
す
べ
き
活
動
や
役
割

循
環
を
増
や
す

循
環
を
広
げ
る

湘
南
に
て

湘
南
か
ら

BL
OO

P 
LL

C.

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

37
38

メ
デ
ィ
ア
掲
載
実
績

宝
島
モ
ノ
マ
ッ
ク
ス

月
号
「

」
特
集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
藤
沢
版

 6
月

7日
号

・
神
奈
川
新
聞

・
横
浜
（
ア
パ
レ
ル
に
て
）

・
レ
デ
ィ
オ
湘
南

メ
デ
ィ
ア
掲
載
実
績

グ
ッ
ズ
と
し
て
植
木
鉢
掲
載

39

そ
の
他
の
活
動

イ
オ
ン
モ
ー
ル
い
わ
き
小
名
浜

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
講
話

横
浜
市
の
中
学
校
美
術
部
に
て
体
験
実
施

BL
OO

P 
LL

C.
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
予
算
動
向

◆
予
算
動
向

(n
=4

27
)

直
近

3年
間
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
予
算
に
つ
い
て
、

62
.5
％
が
「
増
え
た
」
と
回
答
。

企
業
属
性
別
で
は
、
上
場
企
業
が

67
.6

%
、
非
上
場
企
業
が

57
.5
％
と
約

10
pt
以
上
の
差
が
開

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
場
企
業
の
方
が
よ
り
積
極
的
に
予
算
を
増
加
し
て
対
応
に
あ
た
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

出
典
：
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
「
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」

20
24
年

5月
【
調
査
概
要
】

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
／
調
査
対
象
：
全
国

～
歳
男
女
、
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
業
務
経
験
者
／
回
答

数
：

／
調
査
時
期
：

年
月

日
金
～
月

日
土
／
調
査
委
託
先
：
株
式
会
社

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

BL
OO

P 
LL

C.
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
認
知
度

出
典
：
株
式
会
社
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
く
ら
し
予
報

●
調
査
対
象
：
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
メ
ン
バ
ー
ズ
・
国
内
在
住
の

歳
以
上
の
女
性
（
有
効
回
答
数

人
）

●
調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
●
調
査
期
間
：

年
月

日
～

日
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港の利活用を促進するボートシェアリングプラットフォーム

株式会社

三宅 剛平

② 事業の新規性・優位性 ＜優位性＞

従来型の商業用観光船や観覧船ではなく、一般企業や個人オーナーが所有するクルーザーを活用した海洋観光コンテンツを提供し、

地域資源を最大限に活かすビジネスモデルです。クルーザーと聞くとハードルを感じる方も多いと思いますが、現地の海を良く知る

オーナーやマリーナ職員が操船することにより、船舶の免許や専門知識がなくても簡単に利用できる設計にしていることが特徴

であり、既存のクルーザー体験に比べてハードルを下げています。予約システムもオンラインでシンプルに完結でき、従来の複雑な

手続きと比較して利用者にとって非常に身近な体験を提供する点で新規性があります。

③ 対象となり市場と目指す市場シェアについて ＜市場適応性＞

新型コロナ禍により、船舶免許の取得者は 年度に比べ 年度で ％増加するなど、海や船でのレジャー需要が拡大

しています。しかし、弊社と日本海洋レジャー安全・振興協会が実施したアンケート（ ）によると、船舶免許保有者の ％が

直近一年間で操船機会が「 回」または「数年に一度」と回答しています。この未活用の潜在市場をターゲットに、弊社は手軽でラグ

ジュアリーなクルーザー体験を提供し、遊休状態の船舶を活用する新たな海上レジャーの選択肢を提案します。

全国に約 カ所あるマリーナ・漁港での展開が可能で、今後の成長が期待される市場です。

④ プロモーション及び事業の拡大について ＜発展性＞

拠点周辺ホテル事業者とのパートナー戦略・ラグジュアリーサービス営業マンとのパートナー戦略などといった地上戦と アカウ

ントを活用したマーケティングやインフルエンサーマーケティングといった空中戦を同時に行いながらプロモーション・営業活動を

行っていきます。湘南という既存の成熟観光地を活かし、運営体制の確立やファン形成、事例形成などブラッシュアップを行い

事例をもとに各地へと展開していきます。

⑤ 社内の運営管理体制や社外の協力体制 ＜実現性＞

弊社は、大学在学中に経営学を学びながら起業した代表取締役の三宅と、観光産業学を沖縄というリゾート地で学んだ取締役の野

口というチーム体制で、救命講習を受講し、一級小型船舶操縦士資格を有する野口が接客・安全管理責任者を担う。

さらには、江ノ島でヨットを持つオーナー様から弊社のコンテンツを使って、船を活用したいとの声もいただき、個人のボートによる

実証実験も 月に行いました。マリーナ様への協力を仰ぎながらすべての立場でメリットがあるように進めていきます。

⑥ 藤沢･茅ヶ崎･寒川において目指すべき活動や社会的役割について ＜地域への貢献度＞

湘南地域、特に藤沢市では、江ノ島のオーバーツーリズムが課題となっており、 はこれに対応するため、人混みを避けた

高単価のラグジュアリーサービスを提供します。既存の観光客層に対して、持続可能な観光の選択肢を提供し、観光客のストレスを

軽減することを目指しています。湘南はブランド力や観光資源が整っており、事業の検証とブラッシュアップに最適な立地であり、

ここでの成功事例を全国展開に活かしていきたいと考えています。

① 提案される事業内容

一般企業や個人オーナーが所有しているレジャー用の高級ヨットやクルーザーは節税対策としての購入背景や、レジャーを共にする

クルーや仲間が集まらないなどといった理由で遊休資産になりやすい。

従来型の商業用観光船や観覧船ではなく、遊休になりやすい購入ヨットやクルーザーを活用する海辺の体験型観光サービス。

応募の目的 ☑☑資金調達 ☑☑販路拡大 ☑☑提携先の発掘

「本資料は10月24日に提出されたものです。プレゼンテーション資料と相違がある場合がございますのでご了承ください。」
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株
式
会
社

〒
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
相
生
町

泰
生
ビ
ル

号
室

代
表
取
締
役

三
宅
剛
平

港
の
利
活
用
を
促
進
す
る

ボ
ー
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

開
発
な
し
・
低
予
算
で

港
に
海
洋
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
出

海
の
地
域
資
源

遊
休
ボ
ー
ト

×

サ
ー
ビ
ス
概
要

サ
ー
ビ
ス
概
要

船
舶
の
遊
休
時
間
を
活
用
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
・
運
営
事
業

海
辺
地
域
で
の
完
全
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
海
上
停
泊
型
休
日
体
験

料
金
：

円
定
員
：

名
予
約
方
法
：

の
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り

内
訳
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ル
ー
代
、
食
事
代
、
ウ
ェ
ル
カ

ム
ド
リ
ン
ク
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
保
険

実
施
場
所
：
佐
島
マ
リ
ー
ナ

の
特
徴

レ
ン
タ
ル

他
社

価
格
の

分
か
り
や
す
さ

万
円

＋
オ
プ
シ
ョ
ン

入
会
費
・
月
会
費
・
船
の
レ
ン
タ
ル
料

使
っ
た
分
の
燃
料
代

に
不
明
記

要
見
積
も
り

利
用
ま
で
の

容
易
さ

か
ら
空
き
日
程
選

択
す
る
だ
け

船
舶
免
許
・
会
員
登
録

・
操
船
講
習
受
講

が
必
要

事
前
打
ち
合
わ
せ
に
よ
る
航

路
や
料
理
の
決
定

メ
ー
ル
に
よ
る
や
り
取
り

知
識

が
な
く
て
も

現
地
を
良
く
知
る
船
長

決
ま
っ
た
王
道
コ
ン
テ
ン
ツ

免
許
が
必
要

操
船
講
習

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る

丁
寧
な
説
明

よ
り
身
近
に
、
手
を
伸
ば
し
や
す
く
し
た
ク
ル
ー
ザ
ー
で
の
レ
ジ
ャ
ー
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

メ
デ
ィ
ア
記
事
掲
載
・
受
賞
採
択
歴 採

択
歴

記
事
掲
載

日
本
経
済
新
聞
掲
載

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

横
須
賀
版
掲
載

神
奈
川
県

起
業
家
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択

横
浜
市

ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

採
択

神
奈
川
県

シ
ー
ド
編
採
択

受
賞
歴

と
や
ま
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム

東
京

採
択

事
業
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

大
学
在
学
中
に
ク
ル
ー
ザ
ー
の
掃
除
を
き
っ
か
け
に
ク
ル
ー
ザ
ー
と
出
会
う
。

人
づ
て
に
ク
ル
ー
ザ
ー
の
所
有
者
や
漁
師
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

海
の
上
の
空
間
の
魅
力
に
惹
き
込
ま
れ
る
。

遊
休
ク
ル
ー
ザ
ー
を
活
用
し
海
の
上
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
起
業

ク
ル
ー
ザ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
知
り
、
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
有
効
活
用
し
た
い
と
感

じ
、
神
奈
川
県

か
所
の
マ
リ
ー
ナ
・
関
連
財
団
な
ど
へ
相
談
。

佐
島
マ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
と
の
関
係
値
構
築
後
、
ク
ル
ー
ザ
ー
を
活
用
し
た
現
在
の
事
業
を
開
始
。

佐
島
マ
リ
ー
ナ

％
稼
働
率
が
低
い

係
留
さ
れ
る
船
の
う
ち
、
週
一
回
以
上
の
出
航
し
な
い
船

※
マ
リ
ー
ナ
職
員
へ
の
独
自
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り

今
年

月
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
本
格
オ
ー
プ
ン

マ
リ
ー
ナ
と
協
業
し
第
一
弾
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ

組
の
方
が
予
約

神
奈
川
県
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援

公
開
後
、
日
本
経
済
新
聞
へ
掲
載
さ
れ
る
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サ
ー
ビ
ス
の
価
値
検
証

予
約
内
訳

•
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
→

組
•

知
人
⇒

組
•

か
ら
自
然
流
入
→

組
•

⇒
組

•
実
証
期
間
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
⇒

組

組
約

名

第
一
弾
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ

本
格
オ
ー
プ
ン
後
の
サ
ー
ビ
ス
予
約
者
数

※
8月

日
現
在

「
こ
ん
な
に
近
場
で
こ
ん
な
体
験
が
で
き
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
」

「
風
や
波
の
こ
と
、
船
体
や
操
縦
の
仕
組
み
、
海
の
楽
し
み
方
な
ど
を

船
長
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
も
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」

「
周
り
に
誰
も
い
な
い
の
が
、
と
て
も
贅
沢
で
よ
か
っ
た
」

「
海
外
で
体
験
し
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
近
い
も
の
を
や
っ
と
見
つ
け

て
か
ら
予
約
し
た
」

「
セ
レ
ブ
し
か
味
わ
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
体
験
で
き
、
あ

る
種
の
優
越
感
（
※
人
に
話
せ
る
）
も
持
て
る
素
晴
ら
し
い
企
画
で

す
。
」

第
一
弾
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ

％
非
常
に
満
足

と
回
答

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
い
た
だ
い
た

名

実
際
に
利
用
し
た
お
客
様
の
声

目
指
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

マ
リ
ー
ナ
・
オ
ー
ナ
ー

船
・
マ
リ
ー
ナ
情
報

観
光
客

コ
ン
テ
ン
ツ
＋
予
約
・
顧
客
管
理
ツ
ー
ル

体
験
費
－
手
数
料

漁
師

湘
南
エ
リ
ア
で
船
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
声
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

オ
ー
ナ
ー
様
が
活
用
し
た
い
動
機

自
分
の
船
に

ゲ
ス
ト
招
待
し
た
い

オ
ー
ナ
ー
さ
ん

い
つ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
出
航
頻
度
も
減
っ
た

こ
の
事
業
を

湘
南
で
行
う
価
値

マ
リ
ー
ナ
や
漁
港
と
い
っ
た
港
湾
施
設
の
課
題

マ
リ
ー
ナ
利
用
者
の
高
齢
化

代
代

代
代

代
以
上

あ
る
大
規
模
マ
リ
ー
ナ
の
オ
ー
ナ
ー
年
齢
比
率

※
自
社
独
自
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り

代
以
上 ％ セ
ー
リ
ン
グ
人
口
の
減
少

年
後

湘
南
の
海
に

ヨ
ッ
ト
の
帆
は
あ
る
の
か
。
。
。
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地
域
へ
の
波
及
効
果

人
混
み
を
避
け
た

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
体
験

藤
沢
エ
リ
ア

交
通
手
段

宿
泊
施
設

観
光
ス
ポ
ッ
ト

利
用
・
予
約
す
る
方
の
特
徴

顧
客
が
感
じ
て
い
る
価
値

第
一
弾
コ
ン
テ
ン
ツ

実
際
に
予
約
す
る
顧
客
層
の
特
徴

代
中
盤
の
男
女
グ
ル
ー
プ

仕
事
仲
間
や
取
引
先
と
の
イ
ベ
ン
ト

三
浦
半
島
へ
の
来
訪
・
宿
泊
者
で

体
験
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
探
す
方

自
分
た
ち
し
か
い
な
い
空
間

多
く
払
っ
て
で
も
得
た
い
、
非
日
常
体
験

の
質

浜
辺
で
は
で
き
な
い
海
に
い
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
も
で
き
る
体
験

三
浦
半
島
に
来
て
三
浦
半
島
の
海
を
体
験

で
き
る
こ
と
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

マ
リ
ー
ナ
を
中
心
に
地
域
周
遊
を
促
す
共
創

周
遊
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
マ
リ
ー
ナ
ま
で
の
交
通
手
段

別
荘
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
宿
泊

見
え
て
き
た
地
域
へ
の
波
及
効
果

サ
ー
ビ
ス
利
用
前
後
の
周
辺
飲
食
・
宿
泊
施
設
の
利
用

※
本
格
オ
ー
プ
ン
後
、

月
日
現
在
で
実
施
し
た

組
の
内
、

組

½
組

全
国
屈
指
の

マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

湘
南
で
確
立
し
た
い

●
利
益
計
画
・
事
業
展
開
（
参
考
）

単
位
：
円

前
期

Ｇ
．
経
常
利
益
（
Ｅ

+Ｆ
）

Ｆ
．
営
業
外
損
益

Ｅ
．
営
業
利
益
（
Ｃ
－
Ｄ
）

D
．
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

Ｃ
．
売
上
利
益

（
A
－

B
）

Ｂ
．
売
上
原
価

Ａ
．
売
上
高

翌
々
期

翌
期

今
期

新
規
事
業

記
載
不
要
で
す

新
規
事
業

事
業
展
開

（
今
期
）

事
業
展
開

（
翌
期
）

事
業
展
開

（
翌
々
期
）

自
社
で
の
集
客
エ
ン
ジ
ン
の
確
立

湘 湘
南南
エエ
リリ
アア
へへ
展展
開開

東東
海海
、、
九九
州州
エエ
リリ
アア
でで
展展
開開
しし
、、
全全
国国
エエ
リリ
アア
展展
開開
（（
××
３３
））

2,
40

0

99
0

99
0

70
0

70
0
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達
成
目
標

資
金
調
達

～
年

月
•
三
浦
半
島
で
の
集
客
エ
ン
ジ
ン
を
確
立

•
漁
港
で
の
冬
季
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ

～
年

月
•

三
浦
・
鎌
倉
・
江
の
島
と
い
っ
た
す
で

に
観
光
客
が
多
い
エ
リ
ア
で
フ
ァ
ン
形

成

～
年

月
•

比
較
的
観
光
客
の
少
な
い
真
鶴
エ
リ
ア
な

ど
で
拠
点
開
設

•
全
国
へ
展
開
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
確
立

•
年
商

万
円

～
年

月
•

神
奈
川
で
の

拠
点
ユ
ニ
ッ
ト
を
参
考
に

地
方
へ

展
開

•
漁
港
＋
マ
リ
ー
ナ

か
所
で

年
商

億
円
を
目
指
す
。

展
開
の
戦
略

借
入
検
討

調
達
検
討

拠
点

そ
の
他

拠
点

拠
点
（
各

隻
契
約
）

海
洋
観
光
特
化
型
観
光

着
手

全
国

拠
点
（
各

隻
契
約
）

旅
行
業
取
得

ク
ラ
フ
ァ
ン

万
調
達
済

全
国
の
マ
リ
ー
ナ
・
漁
港
を
稼
げ
て
魅
力
的
な
港
へ

マ
リ
ー
ナ
＋
漁
港

ヶ
所

海
上
レ
ジ
ャ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
を
武
器
に

三
宅

剛
平

代
表
取
締
役

横
浜
市
立
大
学
国
際
商
学
部
国
際
商
学
科
卒

在
学
中
に
（
株
）

を
設
立

二
級
小
型
船
舶
操
縦
士
・
特
定
操
縦
士
免
許
保
有

野
口

千
士
朗

取
締
役
兼
船
長

沖
縄
県
名
桜
大
学
観
光
産
業
学
群
観
光
産
業
学
科
卒

在
学
中
に
（
株
）

を
設
立

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
・
特
定
操
縦
士
免
許
保
有

光
藤
果
歩

広
報
担
当

慶
應
大
学

年
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
所
属

実
現
の
た
め
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
・
会
社
概
要

創
業
メ
ン
バ
ー

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー 荒

井
大
飛

ク
ル
ー
・
経
営
戦
略

学
習
院
大
学
法
学
部

年
ヨ
ッ
ト
部
元
主
将

会
社
概
要

会
社
名

：
株
式
会
社

代
表

：
三
宅

剛
平

設
立
年
月
日

：
年

月
日

本
社

：
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
相
生
町

泰
生
ビ
ル

主
な
事
業

：
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
事
業
の
企
画
・
運
営
・
集
客
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
管
理
付
帯
業
務
、
海
辺
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催

協
力
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

佐
島
マ
リ
ー
ナ

江
ノ
島
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

葉
山
ヨ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー

腰
越
漁
港
の
漁
師
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

港
の
利
活
用
を
促
進
す
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ

海
辺
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
で

「
海
」
と
「
人
」
を
繋
ぎ
『
地
域
』
と
『
人
の
心
』
に
豊
か
さ
を
生
む
社
会
へ
。

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
特
有
の
文
化

ゲ
ス
ト
を
歓
迎
す
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
特
有
の
文
化

ク
ル
ー
が

高
齢
化

誘
う
人
が

も
う
い
な
い

関
係
人
口
の
高
齢
化

毎
週
出
な
い
船
は

％
以
上

※
マ
リ
ー
ナ
職
員
へ
の
独
自
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り

稼
働
率
が
低
い
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
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マ
リ
ー
ナ
へ
の
提
供
価
値
検
証

程
度
の
売
上
は

係
留
費

運
航
・
接
客
ス
タ
ッ
フ
依
頼
や
施
設
利
用
料
に
よ
る
新
し
い
収
入
源
の
提
供

弊
社
起
因
の
契
約
艇
・
新
規
顧
客
の
流
入

海
離
れ契

約
者

高
齢
化 消

費
傾
向

の
変
化

と
の
提
携

＋
α
の
収
益
源

新
規
顧
客
の
獲
得

マ
リ
ー
ナ

賠
償
責
任
保
険

搭
乗
者
傷
害
保
険

捜
索
救
助
保
険

船
体
保
険

1 2 3 4

←
名
あ
た
り

万
円
以
上

安
全
性
に
つ
い
て

気
象
・
海
象

風
速

８
以
下

波
高

以
下

視
程

以
上

出
航
の
可
否
判
断

※
あ
く
ま
で
も
目
安
・
前
日
午
前

時
ま
で
に
マ
リ
ー
ナ
と
協
議
し
慎
重
に
判
断

漁
船
へ
の
派
生 伊
勢
海
老
漁
体
験

冬
季
限
定
の
ワ
カ
メ
・
タ
コ
つ
ぼ
オ
ー
ナ
ー
権
販
売

漁
船
の
遊
休
タ
イ
ミ
ン
グ
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
企
画

鎌
倉
・
腰
越
で
の
拠
点
開
設
と
冬
季
コ
ン
テ
ン
ツ
の
確
立

オ
ー
ナ
ー
が
維
持
管
理
に
か
け
る
経
費

関
東
エ
リ
ア

•年
間
係
留
費

～
万
円
程
度
（

）
•そ

の
他

•
燃
料
費

•
上
下
架
費

•
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
費

•
保
険
料

•
船
長
派
遣
代

な
ど
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

港
湾
施
設
の
課
題

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
港
湾
施
設
の
老
朽
化
・
陳
腐
化

国
土
交
通
省
：
港
湾
の
中
長
期
政
策

「
」

～
参
考
資
料
集
～

財
政
制
約
か
ら
港
湾
管
理
者
で
あ
る
行
政
に
よ
る
整
備
、
更
新
等
へ
の
投
資
に
も
限
界

み
な
と
緑
地

（
港
湾
環
境
整
備
計
画
制
度
）
制
度
概
要
よ
り

令
和

年
：
国
土
交
通
省
に
お
け
る

港
湾
施
設
の
維
持
管
理
の
取
組
に
つ
い
て

よ
り
引
用

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
効
果

施
設
の
老
朽
化

一
般
人
は
誰
も

港
に
来
な
い

人
手
・
担
い
手
不
足
で

新
し
い
こ
と
に
は
手
が
出

せ
な
い

民
間
事
業
者
で
港
を
整
備
す
る
力
を
生
む

収
益
で
施
設
を

整
備
し
よ
う

来
訪
者
に

カ
フ
ェ
や
朝
市

を
し
よ
う

来
訪
者

に
仕
事
を
Ｐ
Ｒ
し

採
用
に
つ
な
げ
よ

う

観
光
客
の
流
入

収
入

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

•
新
し
い
収
益
源

•
潜
在
顧
客
の
発
見

船
舶
所
有
者 •

管
理
コ
ス
ト
低
減

•
収
益
が
出
る

マ
リ
ー
ナ

•港
湾
施
設
の
整
備

•観
光
消
費
額
の
増
加

海
辺
地
域

•人
混
み
を
避
け
た
観
光

•地
域
な
ら
で
は
の
海

観
光
客

全
国
の
提
携
艇
が
利
用
で
き
る
会
員
権
制
度

年
間
利
用
権

観
光
客

年
間
利
用
料
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港
の
利
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
国
の
取
組
み

令
和

年
度
、
水
産
庁
が
海
業
を
推
進
。

漁
港
の
利
用
に
関
す
る
法
が
一
部
改
訂
。
漁
港
の
活
用
を
促
進
。

令
和

年
度
、
み
な
と
緑
地

（
港
湾
環
境
整
備
計
画
制
度
）

民
間
事
業
者
が
収
益
施
設
の
整
備
と
当
該
施
設
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
を
還
元
し
て

緑
地
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
実
施
す
る
取
組
の
導
入
促
進
を
図
る
。

平
成

年
度
、
港
湾
の
中
長
期
政
策
「

」
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
生
む
空
間
形
成

年
頃
の
我
が
国
経
済
・
産
業
・
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

港
湾
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
主
要
施
策
を
掲
げ
る

着
想
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
原
体
験

長
年
放
置
さ
れ
た
ボ
ー
ト
の
掃
除

は
じ
め
て
触
れ
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

魅
力
的
な
地
域
の
周
辺
で
も

立
派
な
ボ
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
が
使
わ
れ
て
い
な
い
事
実
を
知
る

•船
長
と
ク
ル
ー
、
利
用
者
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
（

分
）

•バ
ー
ス
係
留
中
の
船
上
で
注
意
事
項
や
役
割
説
明
と
班
分
け

（
分
）

•出
航
し
一
定
の
距
離
を

往
復

•協
力
し
て
目
標
距
離
内
に
タ
ッ
ク
を
数
回
行
う

•一
往
復
ご
と
に
前
後
の
役
割
交
代
（

分
）

•終
了
後
は
ア
ン
カ
リ
ン
グ
・
飲
食
（

分
）

•協
力
し
て
船
の
掃
除
・
終
了
（

分
）

計
時
間

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
要
素

•セ
ー
リ
ン
グ
中
は
上
下
関
係
な
く
、
指
示
を
出
し
合
う
。

⚬
タ
ッ
ク
時
に
ヘ
ル
ム
ス
マ
ン
の
掛
け
声
を
受
け
、
チ
ー
ム
で
息
を
合
わ
せ

て
一
斉
に
行
動
す
る
。

•全
員
が
初
め
て
の
体
験
で
ス
キ
ル
の
差
が
生
ま
れ
ず
、
全
員
が
対
等
。

⚬
全
員
で
対
等
な
立
場
で
相
談
し
な
が
ら
船
を
進
め
る
。

•ア
ド
リ
ブ
で
の
対
応
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
瞬
間
の
対
応
力
の
向
上

•全
員
で
大
き
な
船
を
動
か
す
と
い
う
体
験
の
共
有

•非
日
常
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
一
体
感
の
醸
成

•
ヘ

ッ
ド

セ
ー

ル
ト

リ
マ

ー
×

２
人

⚬
タ

ッ
ク

時
に

ウ
ィ

ン
チ

を
離

す
巻

く
微

調
整

•
メ

イ
ン

ト
リ

マ
ー

×
人

⚬
補

助
メ

イ
ン

ト
リ

ム
•
ヘ

ル
ム

ス
マ

ン
×

人
⚬

タ
ッ

ク
・

ジ
ャ

イ
ブ

の
指

示
舵

取
り

•
バ

ラ
ン

ス
と

り
（

ハ
イ

ク
ア

ウ
ト

）
×

４
人 ⚬

移
動

ハ
イ

ク
ア

ウ
ト

見
張

り

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

前
方

後
方

※
ヘ

ル
ム

ス
マ

ン
は

あ
く

ま
で

声
出

し
担

当
。

船
長

（
古

田
さ

ん
）

の
指

示
を

チ
ー

ム
に

伝
言

す
る

※
ス

タ
ッ

フ
は

～
名

バ
ウ

組
の

サ
ポ

ー
ト

と
撮

影

マ
ー
ク
は
打
た
ず
海
況
や
天
候
を
み
て
一
定
マ
イ
ル
数

例
江
ノ
島
に
向
か
っ
て
〇
〇
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で

平
日
も
稼
働
へ
企
業
向
け
：
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ト
が
遊
休
資
産
に
な
っ
て
い
る
背
景

節
税
対
策
と
し
て
購
入
さ
れ
る
資
産
に

購
入
費
用
が
損
金
計
上
で
き
る

1 2
商
品
価
値
が
下
が
り
に
く
く
、
売
却
時
の
利
益
も
見
込
め
る

3
償
却
期
間
が
短
い
（
４
年
間
）

4
維
持
費
は
福
利
厚
生
費
と
し
て
計
上
で
き
る
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「
本
資
料
は
10
月
24
日
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
と
相
違
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。」

ボ
ー
ト
オ
ー
ナ
ー
へ
の
提
供
価
値

税
務
調
査
対
策
の
船
舶
活
用
レ
ポ
ー
ト
の
作
成

事
業
成
長
に
つ
な
が
る
船
上
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

社
員
が
予
約
す
る
だ
け
で
利
用
で
き
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー

弊
社
が
す
べ
て
の
運
航
実
績
を
記
録
し

ク
ル
ー
ザ
ー
を
活
用
し
行
っ
た
事
業
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
化

一
般
層
へ
の
価
値
提
供

こ
れ
ま
で
遠
か
っ
た
ク
ル
ー
ザ
ー
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
可
能
に

わ
か
ら
な
い高
コ
ス
ト

技
術
が
な
い

高
コ
ス
ト
→

わ
か
ら
な
い
→

技
術
が
な
い
→

法
人
所
有
艇
の
継
続
活
用
で

一
回
当
た
り
の
賃
借
コ
ス
ト
を
下
げ
る

ク
ル
ー
ザ
ー
の
予
約
と
プ
ラ
ン
の
手
配
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
。

か
ら
の
予
約

つ
で
体
験
で
き
る
よ
う
に
。

船
長
や
弊
社
ク
ル
ー
乗
船
が
前
提
な
の
で
、

船
舶
免
許
や
特
殊
な
技
術
が
不
要
に



M E M O
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「「第第２２５５回回 湘湘南南ビビジジネネススココンンテテスストト」」
ごご協協賛賛企企業業・・団団体体

（（敬敬称称略略・・順順不不同同））

（（

ごご協協賛賛いいたただだききあありりががととううごござざいいままししたた。。

M E M O
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育もう、人と地域とこの大地

http://ja-sagami.or.jp/
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経営計画・事業承継・M＆A・財務のことなら 

宇久田進治税理士事務所 

〒251-0042 藤沢市辻堂新町 1-1-2 クロスポイント湘南６F 

TEL：0466-36-0627 FAX：0466-33-4892 
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詳細はHPで

印刷全般印刷全般 デザインデザイン 企画企画

TEL.0466-27-2511
藤沢市藤沢462 MEFULL藤沢 7F
JR藤沢駅北口 徒歩2分

藤沢市、鎌倉市、茅ヶ崎市の中小企業向けに、月額 500 円 / 人で大切な従業員を
サポートする充実した福利厚生サービスをご提供します！

中小企業のための福利厚生サービス「しおかぜ湘南」中小企業のための福利厚生サービス「しおかぜ湘南」

宿泊助成 医療補助

給付金・報奨金
（公財）湘南産業振興財団　湘南勤労者福祉サービスセンター

しおかぜ湘南
ホームページ

バスツアー

イベント チケット販売

会員価格
でご提供

会員価格
でご提供
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サポートします‼
かながわ信用金庫が、皆さまの様々なご要望・お悩みの解決を

藤沢市内11店舗のネットワークで、皆さまをお待ちしています。

藤沢営業部 ☎0466-26-5411
片瀬支店 ☎0466-23-5412
辻堂支店 ☎0466-36-5171
長後支店 ☎0466-44-2141
本町支店 ☎0466-26-3100
鵠沼支店 ☎0466-34-1131

善行支店 ☎0466-83-0111
村岡支店 ☎0466-27-7777
六会支店 ☎0466-82-7781
湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ支店 ☎0466-87-1177
羽鳥支店 ☎0466-90-3155

創業支援 成長支援 補助金申請ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ

HPはｺﾁﾗ▼
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公益財団法人湘南産業振興財団
湘南新産業創出コンソーシアム

公公式式SSNNSS
ははじじめめままししたた！！

フォロー＆いいね！をお願いします

▶ 起業や経営に関する情報
▶ セミナーや研究会
▶ 補助金や融資制度
 最新情報をお知らせ！

LINE

@shonan_conso_official

DMでのお問い合わせも
受けつけております！

Instagram



  
「視聴者賞」選出 方法

視聴された皆様が「視聴者賞」を決定する投票方法です。

「第 回 湘南ビジネスコンテスト」は、審査員が選出する各賞以外にも、来場された皆様と 配信

による視聴者の皆様が６つの発表内容の中で最も興味を持たれた発表内容 １つを選出して頂く「視聴者

賞」を用意しております。

投票方法は、ＱＲコードによる投票で実施をいたします。

（以下の手順により投票をお願いいたします。）

① 右記ＱＲコードを携帯電話等のカメラ機能を使用し読み取ります。

② 表示されたｗｅｂページにアクセスをしてください。

③ 最も興味を持たれた発表者を１つ選び、サイト下部にある送信ボタンを押すと投票完了。

※ すべての発表が終了（ 時 分頃）してからサイトにアクセスが可能となります。

事前にアクセスしていただいても投票は行えませんのでご注意ください。

※ 投票終了時間は 時までとなります。

 
 

 
  
  
 
 

  
  

「アンケート」のご協力のお願い

この度は、第 ５回 湘南ビジネスコンテストへのご来場と 配信によるご視聴誠にありがとうご

ざいました。

ご来場と 配信による視聴をしていただいた皆様がどのような感想やご意見を持っているかをお

伺いするためのアンケートを実施しております。

ご回答いただきました内容は、今後のビジネスコンテストの運営に役立ててまいりますので是非ご理

解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

アンケートは、下記のＱＲコードから回答していただけます。

（以下の手順によりご回答をお願いいたします。）

① 右記ＱＲコードを携帯電話等のカメラ機能を使用し読み取ります。

② 表示されたｗｅｂページにアクセスをしてください。

※ 月２９日 金 まで受付しています。


